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議会の新構成・決議書
委員会の審査報告
市政一般質問
議決結果一覧
新病院ニュース・一般質問気になるその後
編集後記ほか

みずなみ議会ちゃんねる。
市議会ホームページ

桜とともに望む改修中の土岐橋

令
和
４
年
第
１
回
定
例
会
は
、
市

庁
舎
改
修
に
よ
り
、
文
化
セ
ン
タ
ー

講
堂
で
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。
い

つ
も
と
勝
手
が
違
う
な
か
で
は
あ
り

ま
し
た
が
、
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
に
向

け
た
新
年
度
予
算
な
ど
の
審
議
を
滞

り
な
く
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

そ
う
し
た
な
か
、
本
会
議
で
は
、
い

つ
に
な
く
多
く
の
方
に
傍
聴
い
た
だ

き
ま
し
た
。
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
と

と
も
に
、
次
回
定
例
会
は
改
修
を
終

え
た
新
議
場
で
の
開
催
と
な
り
ま
す

の
で
、
引
き
続
き
の
傍
聴
を
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
２
月
に
役
員
改
選
が
行
わ

れ
本
委
員
会
も
新
た
な
体
制
と
な
り

ま
し
た
。
本
ペ
ー
ジ
上
部
で
報
告
し

て
い
る
よ
う
に
高
校
生
へ
の
ア
ン

ケ
ー
ト
の
結
果
、
実
に
98
・
８
％
の

生
徒
さ
ん
が
本
紙
を
読
ん
だ
こ
と
が

な
い
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
委
員
会

と
し
て
こ
の
現
実
を
受
け
止
め
、
議

会
へ
の
関
心
を
高
め
て
も
ら
う
情
報

発
信
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
　
議
会
広
報
広
聴
委
員
会

　
　
　
　
　
委
員
長
　
山
下
千
尋

６
月
定
例
会
の
予
定

編
集
後
記

◆
会
期

　
６
月
2
日（
木
）〜
6
月
28
日（
火
）

◆
市
政一般
質
問

　
６
月
23
日（
木
）9
時
〜

　
６
月
24
日（
金
）9
時
〜

知っているが
　読んだことはない
知らなかったが
　読んでみたい
知らなかったし
　読みたいと思わない

21.5%

4.1%

74.4%

議会ちゃんねる。での取組①

紙面内容に関する
アンケート窓口を作りました

議会ちゃんねる。での取組②

投稿写真掲載コーナー始めます

　瑞浪市議会では、若者への情報発信の在り方を検討するために、市内の高校２年生の皆さんを対象としたアン
ケート調査を実施しました。調査結果を受け、今後議会として取り組んでいく情報発信方針をまとめました。
　　　　調査にご協力いただいた皆さま、誠にありがとうございました。

　調査の結果、多くの高校生には議会が取り扱う内容が難しく感じられ、身近な存在として認識されていない
ことなどから、議会に対して関心を持ってもらえていないことが明らかになりました。
　これを受けて議会広報広聴委員会として、「議会ちゃんねる。」紙面上で以下の取り組みを実施し、市民の皆
さまにより身近に感じていただける議会になれるよう情報発信に努めていきます。

瑞浪市議会に関する意識調査結果のご報告

市議会に関心ありますか？（市議会の活動について関心があまりないと感じる方はその理由はなんですか？）
回答数

議会広報紙、読んだことありますか？

ＱＱ

ＱＱ

市内高校生
495人に
聞きました！

関心が湧かない理由（複数回答可）

171
96

内容が難しいから
身近に感じたことがないから
議会広報紙を見る機会がないから

2441位
2位
3 位

ある
1.2%

ある
7.5%

あまりない
92.5%

ない
98.8%

　その他にも、議会に関心
を持ってもらうための方法
等についてアンケートにお
答えいただきました。
　集計結果はホームページ
からご覧いた
だけます。

　より多くの市民の皆さまに手にとってい
ただける紙面を目指し、読者の皆さまからの
紙面に対するご意見を受け付けるweb
フォームを設けます。より良い紙面づくりに
向けて皆さまのご意見をお聞かせください。

　読者の皆さまから投稿していただく写真
を掲載するコーナーを設けます。市内の季
節感あふれる写真をお待ちしております。応
募に関する詳細はホームページをご確認く
ださい。

　散る桜に春の名残を惜しみつつ、新緑や若葉が輝く季節が始まります。

　桜の咲く季節は過ぎ去ってしまいましたが、今年も例年通り市内各地で満開の桜が美しく咲き誇りました。

しかし、残念ながらお花見の開催は自粛せざるを得ず、土岐川堤防沿いの桜並木ライトアップも中止となりま

した。

　来年こそは新型コロナウイルス感染症が終息し、以前と変わらぬ日常が戻ることを切に願います。

詳細はこちらWebフォームはこちら
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東濃中部病院事務組合議会
　住民サービスの向上と経費削減を目的
に、瑞浪市、多治見市、土岐市の３市が
共通して行う業務について、共同で事務
を執っています。広域での産業観光の振
興、消費生活など、主に８項目の事務を
行っています。

　人口減少や医療需要の変化を見据え、
瑞浪市と土岐市が新たに設置する病院の
建設整備に関する事務を2市共同で行っ
ています。新病院建設後は管理運営に関
する事務を行います。

経済建設委員会

総務民生文教委員会

リニア・瑞浪恵那道路・新丸山ダム特別委員会

議会改革特別委員会

総合計画特別委員会（新設）

棚町　潤　柴田幸一郎　　山下千尋
舘林辰郎　小木曽光佐子　成瀬徳夫

加藤輔之　柴田増三　辻　正之
渡邉康弘　奥村一仁　榛葉利広
大久保京子

柴田増三　辻　正之　奥村一仁
山下千尋　樋田翔太　舘林辰郎
加藤輔之

棚町　潤　全議員が所属
三輪田幸泰　榛葉利広　成瀬徳夫
棚町　潤　　渡邉康弘　小木曽光佐子
熊谷隆男

大久保京子　柴田幸一郎　渡邉康弘
奥村一仁　　辻　正之

舘林辰郎　樋田翔太　加藤輔之
柴田増三　奥村一仁

渡邉康弘 三輪田幸泰

柴田幸一郎 樋田翔太

大久保京子 榛葉利広

成瀬徳夫
山下千尋

予算決算委員会

　意見書と同様に議会の意
思を表明するものですが、
法的根拠はありません。
　政治的効果を狙い、ある
いは議会の意思を対外的に
表明するなどの理由で行わ
れる議決のことです。

議
長
　
熊
谷
隆
男

　
３
月
定
例
会
に
お
い
て
、
議
員
各
位
の
ご
推

挙
を
得
て
議
長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
。
令
和

元
年
末
か
ら
続
く
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
瑞
浪
市
議

会
に
も
少
な
か
ら
ず
影
響
が
生
じ
て
い
る
こ
と

は
確
か
で
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
を
理
由
に
議
会

運
営
・
議
員
活
動
が
遅
滞
す
る
こ
と
は
許
さ
れ

ま
せ
ん
。
む
し
ろ
閉
塞
感
が
満
ち
た
時
こ
そ
議

会
は
活
力
を
も
っ
て
役
割
を
果
た
す
べ
き
で
あ

る
と
考
え
ま
す
。

　
瑞
浪
市
に
お
い
て
は
、
中
長
期
に
わ
た
る
計

画
が
山
積
み
す
る
中
、
第
７
次
総
合
計
画
の
策

定
が
２
年
後
に
控
え
て
い
る
状
況
に
あ
り
ま
す
。

市
議
会
で
は
「
総
合
計
画
特
別
委
員
会
」
を
設

置
し
議
会
の
役
割
で
あ
る
監
視
機
能
の
充
実
を

図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
市
民
の
皆
様
に
は
、
格

別
の
ご
理
解
と
ご
支
援
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

副
議
長
　
山
下
千
尋

　
３
月
定
例
会
に
お
き
ま
し
て
、
議
員
各
位
の

ご
推
挙
を
得
て
、
副
議
長
に
就
任
い
た
し
ま
し

た
。
議
員
経
験
は
短
い
な
が
ら
、
副
議
長
の
大

役
を
お
任
せ
い
た
だ
い
た
背
景
に
は
、
市
民
に

よ
り
近
い
視
点
か
ら
開
か
れ
た
議
会
づ
く
り
を

進
め
て
い
き
た
い
と
い
う
議
会
全
体
の
期
待
が

込
め
ら
れ
た
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
今
年
度
は
市
民
の
皆
様
に
よ
り
身
近
に
議
会

を
感
じ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
よ
る

情
報
発
信
の
検
討
や
、
複
数
地
区
で
の
議
会
報

告
会
の
開
催
な
ど
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

引
き
続
き
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

今
こ
そ
活
力
あ
る
議
会

よ
り
開
か
れ
た
議
会
へ

常任委員会

議会運営委員会

特別委員会

議会広報広聴委員会

議会の新構成
議長　熊谷隆男 副議長　山下千尋 監査委員　小木曽光佐子

一部事務組合議会の議員構成

会派の構成

東濃西部広域行政事務組合議会

　 熊谷隆男　辻正之　舘林辰郎

●事務組合とは…

　 熊谷隆男　山下千尋　棚町潤
　 小木曽光佐子　榛葉利広

瑞浪政志会 ５名 新政クラブ ４名 創政みずなみ ４名
日本共産党 １名

公明党 １名

自由クラブ １名

　令和４年２月２４日にロシア連邦がウクライナへの軍事侵攻を開始したことを
受け、瑞浪市議会としてもこの行為に対して断固抗議する意思を表明するべく、
３月１０日の本会議にて以下の内容を全会一致で決議しました。
　決議した決議文は在日ロシア連邦大使館に郵送しました。

　ロシア連邦によるウクライナへの侵攻により、ウクライナに拠点を
持つ日本企業をはじめ、在留邦人は緊迫した状況の中、安否対応に追
われるなど、大変厳しい状況に置かれている。
　このように、力を背景とした一方的な現状変更への試みは、国連憲
章に違反し、国際社会の平和と安全、秩序を著しく損なう暴挙であり、
断じて容認することができない。
　ここに瑞浪市議会は、ロシア連邦に対し、一連のウクライナへの軍
事侵攻に断固抗議し、即時撤退を求めるものである。

　令和４年３月１０日
岐阜県瑞浪市議会　

　瑞浪市議会としてウクライナが直面している人道危機に対して支援を行うべ
く、日本赤十字社が実施しているウクライナ人道危機救援金に１０万円を送金し
ました。救援金は各国赤十字社が実施するウクライナでの人道危機対応などの
救援活動に充てられます。

ロシア連邦によるウクライナへの侵攻に
断固抗議する決議

●決議とは…

　地方自治法第９９条に基
づき、市の公益に関わるこ
とに関して、国会や国、県な
どの行政庁に対し、議会の
意思を提出する文書のこと
です。
　市民から「○○に関する
意見書を出してほしい」と
いう陳情や請願を受けて発
案されることもあります。

●意見書とは…

決議とか
意見書って
そもそも
何なの？

奥村一仁　全議員が所属

　広報紙「みずなみ議会
ちゃんねる。」の編集や
議会報告会の企画開催な
どを担当します。

　複数の地方公共団体
が共同で行政サービス
を行う際に設置される
組合組織です。それぞ
れに組合議会が設置さ
れており各市議員から
選出された議員が就任
します。

会派代表者

成 瀬　　徳 夫
小木曽光佐子
大 久 保 京 子
渡 邉　　康 弘
樋 田　　翔 太

加 藤　　輔 之
辻 　 　 正 之
三 輪 田 幸 泰
山 下　　千 尋

柴 田　　増 三
柴 田 幸 一 郎
棚 町　  　潤
奥 村　　一 仁

舘 林　　辰 郎

榛 葉　　利 広

熊 谷　　隆 男

議会のギモン

委員長 副委員長

　本会議を主宰するほか、議会事務局
職員の任免をはじめ、意見書の提出や
市長等との連絡折衝にあたります。

　議長が病気等で職務
が執れないときに、そ
の代わりを務めます。

　市の財務事務の執行や経営
に係る事業の管理について監
査を行います。

　予算や決算の議案を審査します。また、
市の事業を議会が評価する事業評価も担当
します。

　円滑な議会運営のため、運営上の諸問題
について協議し、議員間や会派間の連絡調
整を図ります。

　総務部、まちづくり推進部、民生部、教育
委員会等の所管に属す事項を審査します。

　リニア中央新幹線、瑞浪恵那道路、新丸山
ダムの建設に係る諸問題を調査研究します。

　議会の活性化を図る「議会改革」の取組
に係る諸問題を調査研究します。

　第７次総合計画の策定状況や内容につい
て調査研究します。

　経済部、農業委員会、建設部及び消防本
部の所管に属す事項を審査します。

３月定例会で採択された決議を紹介します

ウクライナ人道危機救援金を送金しました

議会の新構成議会の新構成・決議書
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東濃中部病院事務組合議会
　住民サービスの向上と経費削減を目的
に、瑞浪市、多治見市、土岐市の３市が
共通して行う業務について、共同で事務
を執っています。広域での産業観光の振
興、消費生活など、主に８項目の事務を
行っています。

　人口減少や医療需要の変化を見据え、
瑞浪市と土岐市が新たに設置する病院の
建設整備に関する事務を2市共同で行っ
ています。新病院建設後は管理運営に関
する事務を行います。

経済建設委員会

総務民生文教委員会

リニア・瑞浪恵那道路・新丸山ダム特別委員会

議会改革特別委員会

総合計画特別委員会（新設）

棚町　潤　柴田幸一郎　　山下千尋
舘林辰郎　小木曽光佐子　成瀬徳夫

加藤輔之　柴田増三　辻　正之
渡邉康弘　奥村一仁　榛葉利広
大久保京子

柴田増三　辻　正之　奥村一仁
山下千尋　樋田翔太　舘林辰郎
加藤輔之

棚町　潤　全議員が所属
三輪田幸泰　榛葉利広　成瀬徳夫
棚町　潤　　渡邉康弘　小木曽光佐子
熊谷隆男

大久保京子　柴田幸一郎　渡邉康弘
奥村一仁　　辻　正之

舘林辰郎　樋田翔太　加藤輔之
柴田増三　奥村一仁

渡邉康弘 三輪田幸泰

柴田幸一郎 樋田翔太

大久保京子 榛葉利広

成瀬徳夫
山下千尋

予算決算委員会

　意見書と同様に議会の意
思を表明するものですが、
法的根拠はありません。
　政治的効果を狙い、ある
いは議会の意思を対外的に
表明するなどの理由で行わ
れる議決のことです。

議
長
　
熊
谷
隆
男

　
３
月
定
例
会
に
お
い
て
、
議
員
各
位
の
ご
推

挙
を
得
て
議
長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
。
令
和

元
年
末
か
ら
続
く
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
瑞
浪
市
議

会
に
も
少
な
か
ら
ず
影
響
が
生
じ
て
い
る
こ
と

は
確
か
で
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
を
理
由
に
議
会

運
営
・
議
員
活
動
が
遅
滞
す
る
こ
と
は
許
さ
れ

ま
せ
ん
。
む
し
ろ
閉
塞
感
が
満
ち
た
時
こ
そ
議

会
は
活
力
を
も
っ
て
役
割
を
果
た
す
べ
き
で
あ

る
と
考
え
ま
す
。

　
瑞
浪
市
に
お
い
て
は
、
中
長
期
に
わ
た
る
計

画
が
山
積
み
す
る
中
、
第
７
次
総
合
計
画
の
策

定
が
２
年
後
に
控
え
て
い
る
状
況
に
あ
り
ま
す
。

市
議
会
で
は
「
総
合
計
画
特
別
委
員
会
」
を
設

置
し
議
会
の
役
割
で
あ
る
監
視
機
能
の
充
実
を

図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
市
民
の
皆
様
に
は
、
格

別
の
ご
理
解
と
ご
支
援
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

副
議
長
　
山
下
千
尋

　
３
月
定
例
会
に
お
き
ま
し
て
、
議
員
各
位
の

ご
推
挙
を
得
て
、
副
議
長
に
就
任
い
た
し
ま
し

た
。
議
員
経
験
は
短
い
な
が
ら
、
副
議
長
の
大

役
を
お
任
せ
い
た
だ
い
た
背
景
に
は
、
市
民
に

よ
り
近
い
視
点
か
ら
開
か
れ
た
議
会
づ
く
り
を

進
め
て
い
き
た
い
と
い
う
議
会
全
体
の
期
待
が

込
め
ら
れ
た
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
今
年
度
は
市
民
の
皆
様
に
よ
り
身
近
に
議
会

を
感
じ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
よ
る

情
報
発
信
の
検
討
や
、
複
数
地
区
で
の
議
会
報

告
会
の
開
催
な
ど
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

引
き
続
き
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

今
こ
そ
活
力
あ
る
議
会

よ
り
開
か
れ
た
議
会
へ

常任委員会

議会運営委員会

特別委員会

議会広報広聴委員会

議会の新構成
議長　熊谷隆男 副議長　山下千尋 監査委員　小木曽光佐子

一部事務組合議会の議員構成

会派の構成

東濃西部広域行政事務組合議会

　 熊谷隆男　辻正之　舘林辰郎

●事務組合とは…

　 熊谷隆男　山下千尋　棚町潤
　 小木曽光佐子　榛葉利広

瑞浪政志会 ５名 新政クラブ ４名 創政みずなみ ４名
日本共産党 １名

公明党 １名

自由クラブ １名

　令和４年２月２４日にロシア連邦がウクライナへの軍事侵攻を開始したことを
受け、瑞浪市議会としてもこの行為に対して断固抗議する意思を表明するべく、
３月１０日の本会議にて以下の内容を全会一致で決議しました。
　決議した決議文は在日ロシア連邦大使館に郵送しました。

　ロシア連邦によるウクライナへの侵攻により、ウクライナに拠点を
持つ日本企業をはじめ、在留邦人は緊迫した状況の中、安否対応に追
われるなど、大変厳しい状況に置かれている。
　このように、力を背景とした一方的な現状変更への試みは、国連憲
章に違反し、国際社会の平和と安全、秩序を著しく損なう暴挙であり、
断じて容認することができない。
　ここに瑞浪市議会は、ロシア連邦に対し、一連のウクライナへの軍
事侵攻に断固抗議し、即時撤退を求めるものである。

　令和４年３月１０日
岐阜県瑞浪市議会　

　瑞浪市議会としてウクライナが直面している人道危機に対して支援を行うべ
く、日本赤十字社が実施しているウクライナ人道危機救援金に１０万円を送金し
ました。救援金は各国赤十字社が実施するウクライナでの人道危機対応などの
救援活動に充てられます。

ロシア連邦によるウクライナへの侵攻に
断固抗議する決議

●決議とは…

　地方自治法第９９条に基
づき、市の公益に関わるこ
とに関して、国会や国、県な
どの行政庁に対し、議会の
意思を提出する文書のこと
です。
　市民から「○○に関する
意見書を出してほしい」と
いう陳情や請願を受けて発
案されることもあります。

●意見書とは…

決議とか
意見書って
そもそも
何なの？

奥村一仁　全議員が所属

　広報紙「みずなみ議会
ちゃんねる。」の編集や
議会報告会の企画開催な
どを担当します。

　複数の地方公共団体
が共同で行政サービス
を行う際に設置される
組合組織です。それぞ
れに組合議会が設置さ
れており各市議員から
選出された議員が就任
します。

会派代表者

成 瀬　　徳 夫
小木曽光佐子
大 久 保 京 子
渡 邉　　康 弘
樋 田　　翔 太

加 藤　　輔 之
辻 　 　 正 之
三 輪 田 幸 泰
山 下　　千 尋

柴 田　　増 三
柴 田 幸 一 郎
棚 町　  　潤
奥 村　　一 仁

舘 林　　辰 郎

榛 葉　　利 広

熊 谷　　隆 男

議会のギモン

委員長 副委員長

　本会議を主宰するほか、議会事務局
職員の任免をはじめ、意見書の提出や
市長等との連絡折衝にあたります。

　議長が病気等で職務
が執れないときに、そ
の代わりを務めます。

　市の財務事務の執行や経営
に係る事業の管理について監
査を行います。

　予算や決算の議案を審査します。また、
市の事業を議会が評価する事業評価も担当
します。

　円滑な議会運営のため、運営上の諸問題
について協議し、議員間や会派間の連絡調
整を図ります。

　総務部、まちづくり推進部、民生部、教育
委員会等の所管に属す事項を審査します。

　リニア中央新幹線、瑞浪恵那道路、新丸山
ダムの建設に係る諸問題を調査研究します。

　議会の活性化を図る「議会改革」の取組
に係る諸問題を調査研究します。

　第７次総合計画の策定状況や内容につい
て調査研究します。

　経済部、農業委員会、建設部及び消防本
部の所管に属す事項を審査します。

３月定例会で採択された決議を紹介します

ウクライナ人道危機救援金を送金しました

議会の新構成議会の新構成・決議書
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予算決算委員会
委員会の審査報告

令和4年度  当初予算278億6,850万円の審査令和4年度  当初予算278億6,850万円の審査令和4年度  当初予算278億6,850万円の審査令和4年度  当初予算278億6,850万円の審査

3月
定例会
会 期

2月22日から　
　3月23日まで

　
３
月
定
例
会
に
上
程
さ
れ
た
議
案
は
、所
管
の
委
員
会
に
付
託
さ
れ
審
査
し
ま
し
た
。審
査
し
た

内
容
の
一
部
を
抜
粋
し
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
委
員
会
で
審
査
し
た
案
件
は
、14
ペ
ー
ジ
の
議
決
結
果
の
と
お
り
、本
会
議
で
採
決
し
ま
し
た
。

　電源立地地域対策交付金約5億円の歳入がなく
なったのにもかかわらず、財政調整基金の活用
等により、主だった事業の予算を的確に組み、
本市の身の丈に合った予算編成ができている。
　令和4年度も新型コロナウイルス感染症対策を
含め、国からの予算をしっかりと活用した施策
が予算計上されている。

　令和４年度において東濃中部病院の建設設計等
に1億6千万円も負担するが、事業が進めば東濃
厚生病院が総合病院としての役割がなくなってし
まう事が危惧される。また、新型コロナウイルス
への克服に向けた新しい事業がない点、中小企業
振興条例の制定に伴う経済発展施策が予算に反映
されていない点において不十分である。

【討論】　議第21号 令和4年度一般会計予算　予算決算委員会は賛成多数で可決

賛成討論 反対討論

　全ての特別会計にて前年より増加し、医療にかかる社会保障費の増加が、
顕著に予算に表れました。
・後期高齢者医療事業特別会計　6億840万円(前年度比9.3％増)
・国民健康保険事業特別会計　38億6,400万円(前年度比7.8％増)
・介護保険事業特別会計　35億7,040万円(前年度比0.9％増)
・駐車場事業特別会計　2,420万円(前年度比5.2％増)

　前年度と比較して4億9,500万円増額（3.2％）した主な要因として、新病
院の建設に向けた負担金1億6千万円や、農産物等直売所隣接地に設置す
るバーベキュー場建設費約2億8,400万円の事業が挙げられます。令和４年
度に予算化された新規事業の一部を紹介します。
・私立認定こども園・保育園入所児童委託経費　１億6,729万円
・瑞浪駅周辺再開発事業（南エリア）　1,736万円
・シティプロモーション動画等制作事業　1,700万円
・地場産品ブラッシュアップ事業　1,000万円
・子ども家庭総合支援拠点運営経費　654万円
・デジタルトランスフォーメーション経費　630万円
・学区制審議会開催経費　41万円

　水道事業は、収益的収支の収入支出ともに減額し、資本的収支の支出は
アセットマネジメントによる水道施設の更新工事等により増額となりました。
・水道事業会計の支出予算
　（収益的支出）10億6,690万円(前年度比3.5％減)
　（資本的支出）5億3,650万円(前年度比11.6％増)
　下水道事業は、収益的収支で農業集落排水施設撤去による減価償却未済
額の費用化に伴い収入支出ともに増額、資本的収支の支出は道路工事に伴
う管渠布設替工事等により増額となりました。
・下水道事業会計の支出予算
　（収益的支出）13億270万円(前年度比12.0％増)
　（資本的支出）7億9,540万円(前年度比3.4％増)

一般会計
161億円
(前年度比3.2％⬆)

特別会計
80億

6,700万円
(前年度比4.8％⬆)

企業会計
（支出予算計）

37億
150万円
(前年度比5.2％⬆)

どうなる瑞浪市の予算

ここに注目　令和4年度の新規事業

　瑞浪超深地層研究所に係る電源立地地域対策交付金が令和３年度をもって終了しました。これらにより不足
する財源を補うために財政調整基金から6億3,300万円を繰り入れます。

毎年約5億円の交付金終了による歳入補填は

瑞浪超深地層研究所に係る電源立地地域対策交付金の終了による収入減への対応はどのようか。
収入減による激変緩和措置として、令和4年度の基金繰入額は4億3,000万円を計上している。令和5年
度以降の繰入額は毎年7,000万円ずつ減額し、6年後にゼロとする予定である。

問

答

　学区制審議会開催経費　41万円
　少子化による今後の学区の在り方が検討されます。審議会委員は30名以内を予定しており、令和４年度から
５年度の２年間で審議されます。

学区の再編、検討開始へ

役職により委員になった者の途中交代はあるのか。
委員には継続審議をしていただきたいので、役職交代の場合も委員は２年間継続していただきたいと考えている。

問

答

　デジタルトランスフォーメーション経費　630万円
　令和4年度はRPAシステムと窓口キャッシュレス決済システムを導
入し、自治体デジタルトランスフォーメーションの推進が図られます。
※RPAとは、マウス操作やデータ入力等の人が行うパソコン作業を代替して処理するシ
ステムで、定型的な帳票のデータ化や変換処理等を行うことができます。

新たな行政改革

RPAで人件費削減が見込まれると思うが、予算への影響は出ているか。
RPAの導入により、今後分かってくる時間外勤務の減少や働き
方改革の推進など、行政改革の中で効果検証していきたい。

問

答

　私立認定こども園・保育園入所児童委託経費　１億6,729万円
　県の認可を受けて市内の私立幼稚園が認定こども園に、小規模
保育事業所が保育所になったことにより、入所可能年齢が拡大し
定員数が増えました。これに伴い、委託経費が増額します。

児童の受入れ体制の拡充へ

子どもの人数が減っているのに、園が増えたり受入れ児が増
えたりしているのはなぜか。
親の就労形態等の変化により、未満児保育のニーズが高まっ
ているためである。

問

答

　地場産品ブラッシュアップ事業　1,000万円
　地場産品の監修を依頼し、魅力ある新たな産品の開発やブラッシュアッ
プを行います。開発した産品はふるさと納税返礼品として活用されます。

魅力ある地場産品のＰＲ強化へ

地場産品の選定や注目度の向上など専門的知識が必要な事
業を、どのように実施するのか。
専門事業者への委託を想定している。委託内容は、陶磁器に
限らず本市の新しい地場産品の選定から、パッケージデザイ
ンの提案、企画、開発した産品のＰＲや販売を予定している。

問

答

討論
賛
成

反
対

魅力溢れる地場産品

子育て環境のさらなる強化へ

令和4年4月キャッシュレス決済導入

委員会の審査報告委員会の審査報告
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予算決算委員会
委員会の審査報告
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3月
定例会
会 期

2月22日から　
　3月23日まで

　
３
月
定
例
会
に
上
程
さ
れ
た
議
案
は
、所
管
の
委
員
会
に
付
託
さ
れ
審
査
し
ま
し
た
。審
査
し
た

内
容
の
一
部
を
抜
粋
し
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
委
員
会
で
審
査
し
た
案
件
は
、14
ペ
ー
ジ
の
議
決
結
果
の
と
お
り
、本
会
議
で
採
決
し
ま
し
た
。

　電源立地地域対策交付金約5億円の歳入がなく
なったのにもかかわらず、財政調整基金の活用
等により、主だった事業の予算を的確に組み、
本市の身の丈に合った予算編成ができている。
　令和4年度も新型コロナウイルス感染症対策を
含め、国からの予算をしっかりと活用した施策
が予算計上されている。

　令和４年度において東濃中部病院の建設設計等
に1億6千万円も負担するが、事業が進めば東濃
厚生病院が総合病院としての役割がなくなってし
まう事が危惧される。また、新型コロナウイルス
への克服に向けた新しい事業がない点、中小企業
振興条例の制定に伴う経済発展施策が予算に反映
されていない点において不十分である。

【討論】　議第21号 令和4年度一般会計予算　予算決算委員会は賛成多数で可決

賛成討論 反対討論

　全ての特別会計にて前年より増加し、医療にかかる社会保障費の増加が、
顕著に予算に表れました。
・後期高齢者医療事業特別会計　6億840万円(前年度比9.3％増)
・国民健康保険事業特別会計　38億6,400万円(前年度比7.8％増)
・介護保険事業特別会計　35億7,040万円(前年度比0.9％増)
・駐車場事業特別会計　2,420万円(前年度比5.2％増)

　前年度と比較して4億9,500万円増額（3.2％）した主な要因として、新病
院の建設に向けた負担金1億6千万円や、農産物等直売所隣接地に設置す
るバーベキュー場建設費約2億8,400万円の事業が挙げられます。令和４年
度に予算化された新規事業の一部を紹介します。
・私立認定こども園・保育園入所児童委託経費　１億6,729万円
・瑞浪駅周辺再開発事業（南エリア）　1,736万円
・シティプロモーション動画等制作事業　1,700万円
・地場産品ブラッシュアップ事業　1,000万円
・子ども家庭総合支援拠点運営経費　654万円
・デジタルトランスフォーメーション経費　630万円
・学区制審議会開催経費　41万円

　水道事業は、収益的収支の収入支出ともに減額し、資本的収支の支出は
アセットマネジメントによる水道施設の更新工事等により増額となりました。
・水道事業会計の支出予算
　（収益的支出）10億6,690万円(前年度比3.5％減)
　（資本的支出）5億3,650万円(前年度比11.6％増)
　下水道事業は、収益的収支で農業集落排水施設撤去による減価償却未済
額の費用化に伴い収入支出ともに増額、資本的収支の支出は道路工事に伴
う管渠布設替工事等により増額となりました。
・下水道事業会計の支出予算
　（収益的支出）13億270万円(前年度比12.0％増)
　（資本的支出）7億9,540万円(前年度比3.4％増)

一般会計
161億円
(前年度比3.2％⬆)

特別会計
80億

6,700万円
(前年度比4.8％⬆)

企業会計
（支出予算計）

37億
150万円
(前年度比5.2％⬆)

どうなる瑞浪市の予算

ここに注目　令和4年度の新規事業

　瑞浪超深地層研究所に係る電源立地地域対策交付金が令和３年度をもって終了しました。これらにより不足
する財源を補うために財政調整基金から6億3,300万円を繰り入れます。

毎年約5億円の交付金終了による歳入補填は

瑞浪超深地層研究所に係る電源立地地域対策交付金の終了による収入減への対応はどのようか。
収入減による激変緩和措置として、令和4年度の基金繰入額は4億3,000万円を計上している。令和5年
度以降の繰入額は毎年7,000万円ずつ減額し、6年後にゼロとする予定である。

問

答

　学区制審議会開催経費　41万円
　少子化による今後の学区の在り方が検討されます。審議会委員は30名以内を予定しており、令和４年度から
５年度の２年間で審議されます。

学区の再編、検討開始へ

役職により委員になった者の途中交代はあるのか。
委員には継続審議をしていただきたいので、役職交代の場合も委員は２年間継続していただきたいと考えている。

問

答

　デジタルトランスフォーメーション経費　630万円
　令和4年度はRPAシステムと窓口キャッシュレス決済システムを導
入し、自治体デジタルトランスフォーメーションの推進が図られます。
※RPAとは、マウス操作やデータ入力等の人が行うパソコン作業を代替して処理するシ
ステムで、定型的な帳票のデータ化や変換処理等を行うことができます。

新たな行政改革

RPAで人件費削減が見込まれると思うが、予算への影響は出ているか。
RPAの導入により、今後分かってくる時間外勤務の減少や働き
方改革の推進など、行政改革の中で効果検証していきたい。

問

答

　私立認定こども園・保育園入所児童委託経費　１億6,729万円
　県の認可を受けて市内の私立幼稚園が認定こども園に、小規模
保育事業所が保育所になったことにより、入所可能年齢が拡大し
定員数が増えました。これに伴い、委託経費が増額します。

児童の受入れ体制の拡充へ

子どもの人数が減っているのに、園が増えたり受入れ児が増
えたりしているのはなぜか。
親の就労形態等の変化により、未満児保育のニーズが高まっ
ているためである。

問

答

　地場産品ブラッシュアップ事業　1,000万円
　地場産品の監修を依頼し、魅力ある新たな産品の開発やブラッシュアッ
プを行います。開発した産品はふるさと納税返礼品として活用されます。

魅力ある地場産品のＰＲ強化へ

地場産品の選定や注目度の向上など専門的知識が必要な事
業を、どのように実施するのか。
専門事業者への委託を想定している。委託内容は、陶磁器に
限らず本市の新しい地場産品の選定から、パッケージデザイ
ンの提案、企画、開発した産品のＰＲや販売を予定している。

問

答

討論
賛
成

反
対

魅力溢れる地場産品

子育て環境のさらなる強化へ

令和4年4月キャッシュレス決済導入

委員会の審査報告委員会の審査報告
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賛成討論 反対討論討論
賛
成

反
対

何校を対象に、いつ工事を行うのか。
小学校5校、中学校2校を対象に整備するもので、4つに分けて発注
を行う。工期は９か月を見込んでおり、夏休みを中心に工事を実施す
る予定である。

問

答

感染症拡大防止協力金負担事業 …1,000万円増額   持続化補助金助成事業 …400万円減額
消費活性化対策事業 …175万円減額　　　　　　　事業再構築補助金助成事業 …910万円減額
広告宣伝支援事業 …200万円減額　　　　　　　　売上減少事業者等支援事業 …1,958万円減額

 新型コロナウイルス感染症の影響により、売上げが低下した企業や事業主への支援事業、経済流通の促進を
目的とした事業の補正予算を可決しました。

　本市の経済を支える企業の多くは、小規模企業をはじめとする中小企業であり、地域経済の発展と市民生活
の向上のために、中小企業の振興は重要です。この度、その振興に関して必要な基本理念及び施策の基本方
針を定めました。

新型コロナウイルス感染症対策予算の増減

大きく予算減額となっている事業が多いが、要因をどのように捉えているのか。
コロナ対策の各事業は、主に国や岐阜県の制度への申請に対する上乗せのものが多いが、国・県・制度の
利用者が少ないといったことが要因と考える。

問

答

　猛暑や新型コロナウイルス感染症から児童生徒の安全と健康を守るた
め、熱中症対策及び感染症対策として小中学校の特別教室に空調設備
の整備を行います。

小学校施設空調整備事業（新型コロナ対策）　2億5,300万円
中学校施設空調整備事業（新型コロナ対策）　1億3,800万円

児童生徒の授業環境改善へ

令和3年度  補正予算の審査令和3年度  補正予算の審査令和3年度  補正予算の審査令和3年度  補正予算の審査

特別教室への空調設備の整備

中小企業の成長による経済の発展を

問
答

瑞浪市中小企業・小規模企業振興条例が制定されました
議第8号　瑞浪市中小企業・小規模企業振興条例の制定について

この条例の制定により何が変わり、どのような効果が期待できるのか。
中小企業振興のための施策立案と、実施するうえでの理念と基準が明確化されることとなる。これによ
り地域経済の健全な発展、さらには本市の一層の発展が期待される。

問

答

中小企業者、中小企業団体及び金融機関と具体的にどのよ
うに連携を図っていくのか。
現在においても、商工会議所や金融機関などの関係機関と
情報交換を行い「創業支援セミナー」「小口融資支援」などを
連携協力して取り組んでいるが、今後、中小企業者も含め
意見交換の機会を設置していく。

経済建設委員会

総務民生文教委員会

　昭和49年竣工の市役所本庁舎の長寿命化工事が令和3年６月より行われています。おもに、庁舎内の空調
設備や水道設備等を更新し、5階議場も改修工事が行われています。
　市が行う1億5千万円以上の工事の契約は、議会の議決が必要なため、その変更契約についても同様に議
決が必要です。令和4年3月定例会にて、当該工事の変更契約について可決しました。
　改修後の議場で6月定例会から車いす（2台まで）で傍聴できます。

議場の改修により傍聴席がバリアフリーになります
議第13号　工事請負変更契約の締結について

議場の変更工事の内容はどのようか。問

工事の段階で判明した議場南壁面へのアスベスト吹付けの除去工事と
それに伴う内装、空調ダクトなどの撤去と復旧工事を行う。また、設計時
点で見送りとした議場のバリアフリー工事について、傍聴席の工事のみ
であれば安価でできることが判明した。このため、車いすを利用される
方が議会を傍聴できるよう、傍聴席の工事と階段昇降機を設置する。

答

　令和3年度をもって瑞浪超深地層研究所に係る電源立地地域対策交付金が終了するため、電源立地地域
対策交付金施設整備基金を廃止するものです。

電源立地地域対策交付金施設整備基金が廃止へ
議第2号　瑞浪市積立基金条例の一部を改正する条例の制定について

電源立地地域対策交付金は、瑞浪超深地層研究所に係るもの以外の交付金もあるが、今後どのように
するのか。

問

水力発電に係る電源立地地域対策交付金の年間1千万円は存続する。これは基金に積み立てるもので
はなく、引き続き、市道の維持・補修等に充てる。

答

５階議場工事の様子

　令和3年人事院勧告に基づき、国家公務員に準じて期末手当支給割合を引き下げる条例の改正を行うものです。

　なお、議員報酬についても、職員給与と同じく期末手当支給割合引き下げの条例改正を可決しています。

職員給与の人事院勧告に基づく改定
議第4号　瑞浪市職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例の制定について

株価の上昇等、日本経済は落ち込んでいないという指標もあるなかで、人事院勧告に基づいて減額す
る必要があるのか。

問

人事院では民間の給与を調査し精密に比較したうえで給与勧告がなされている。人事院勧告に基づく
条例の改正は適切な処置である。

答

　人事院勧告は、公務員の労働基本権制約の代償措置
として、その給与を社会一般の情勢に適応した適正な
ものとする機能を持ち、民間事業の従事者の給与水準
と均衡させることを基本としている。コロナ禍で市職
員は、感染拡大防止にかかる業務が増加しているが、
今日の社会情勢に鑑みた時、人事院勧告に基づく条例
の改正は、やむを得ず受入れてもらえるものと考える。

　コロナ禍において市職員は、感染拡大防止にか
かる業務の増加にも関わらず、市民の暮らしや命
を守るために職務に精進している。民間では上昇
する給与改定も見られるなか、市職員の給与を人
事院勧告に合わせて下げれば、職員のモチベーシ
ョンが下がる。市職員の給与は、人事院勧告に基づ
くことなく、組合の労使交渉で決めるべきである。

委員会の審査報告委員会の審査報告
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賛成討論 反対討論討論
賛
成

反
対

何校を対象に、いつ工事を行うのか。
小学校5校、中学校2校を対象に整備するもので、4つに分けて発注
を行う。工期は９か月を見込んでおり、夏休みを中心に工事を実施す
る予定である。

問

答

感染症拡大防止協力金負担事業 …1,000万円増額   持続化補助金助成事業 …400万円減額
消費活性化対策事業 …175万円減額　　　　　　　事業再構築補助金助成事業 …910万円減額
広告宣伝支援事業 …200万円減額　　　　　　　　売上減少事業者等支援事業 …1,958万円減額

 新型コロナウイルス感染症の影響により、売上げが低下した企業や事業主への支援事業、経済流通の促進を
目的とした事業の補正予算を可決しました。

　本市の経済を支える企業の多くは、小規模企業をはじめとする中小企業であり、地域経済の発展と市民生活
の向上のために、中小企業の振興は重要です。この度、その振興に関して必要な基本理念及び施策の基本方
針を定めました。

新型コロナウイルス感染症対策予算の増減

大きく予算減額となっている事業が多いが、要因をどのように捉えているのか。
コロナ対策の各事業は、主に国や岐阜県の制度への申請に対する上乗せのものが多いが、国・県・制度の
利用者が少ないといったことが要因と考える。

問

答

　猛暑や新型コロナウイルス感染症から児童生徒の安全と健康を守るた
め、熱中症対策及び感染症対策として小中学校の特別教室に空調設備
の整備を行います。

小学校施設空調整備事業（新型コロナ対策）　2億5,300万円
中学校施設空調整備事業（新型コロナ対策）　1億3,800万円

児童生徒の授業環境改善へ

令和3年度  補正予算の審査令和3年度  補正予算の審査令和3年度  補正予算の審査令和3年度  補正予算の審査

特別教室への空調設備の整備

中小企業の成長による経済の発展を

問
答

瑞浪市中小企業・小規模企業振興条例が制定されました
議第8号　瑞浪市中小企業・小規模企業振興条例の制定について

この条例の制定により何が変わり、どのような効果が期待できるのか。
中小企業振興のための施策立案と、実施するうえでの理念と基準が明確化されることとなる。これによ
り地域経済の健全な発展、さらには本市の一層の発展が期待される。

問

答

中小企業者、中小企業団体及び金融機関と具体的にどのよ
うに連携を図っていくのか。
現在においても、商工会議所や金融機関などの関係機関と
情報交換を行い「創業支援セミナー」「小口融資支援」などを
連携協力して取り組んでいるが、今後、中小企業者も含め
意見交換の機会を設置していく。

経済建設委員会

総務民生文教委員会

　昭和49年竣工の市役所本庁舎の長寿命化工事が令和3年６月より行われています。おもに、庁舎内の空調
設備や水道設備等を更新し、5階議場も改修工事が行われています。
　市が行う1億5千万円以上の工事の契約は、議会の議決が必要なため、その変更契約についても同様に議
決が必要です。令和4年3月定例会にて、当該工事の変更契約について可決しました。
　改修後の議場で6月定例会から車いす（2台まで）で傍聴できます。

議場の改修により傍聴席がバリアフリーになります
議第13号　工事請負変更契約の締結について

議場の変更工事の内容はどのようか。問

工事の段階で判明した議場南壁面へのアスベスト吹付けの除去工事と
それに伴う内装、空調ダクトなどの撤去と復旧工事を行う。また、設計時
点で見送りとした議場のバリアフリー工事について、傍聴席の工事のみ
であれば安価でできることが判明した。このため、車いすを利用される
方が議会を傍聴できるよう、傍聴席の工事と階段昇降機を設置する。

答

　令和3年度をもって瑞浪超深地層研究所に係る電源立地地域対策交付金が終了するため、電源立地地域
対策交付金施設整備基金を廃止するものです。

電源立地地域対策交付金施設整備基金が廃止へ
議第2号　瑞浪市積立基金条例の一部を改正する条例の制定について

電源立地地域対策交付金は、瑞浪超深地層研究所に係るもの以外の交付金もあるが、今後どのように
するのか。

問

水力発電に係る電源立地地域対策交付金の年間1千万円は存続する。これは基金に積み立てるもので
はなく、引き続き、市道の維持・補修等に充てる。

答

５階議場工事の様子

　令和3年人事院勧告に基づき、国家公務員に準じて期末手当支給割合を引き下げる条例の改正を行うものです。

　なお、議員報酬についても、職員給与と同じく期末手当支給割合引き下げの条例改正を可決しています。

職員給与の人事院勧告に基づく改定
議第4号　瑞浪市職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例の制定について

株価の上昇等、日本経済は落ち込んでいないという指標もあるなかで、人事院勧告に基づいて減額す
る必要があるのか。

問

人事院では民間の給与を調査し精密に比較したうえで給与勧告がなされている。人事院勧告に基づく
条例の改正は適切な処置である。

答

　人事院勧告は、公務員の労働基本権制約の代償措置
として、その給与を社会一般の情勢に適応した適正な
ものとする機能を持ち、民間事業の従事者の給与水準
と均衡させることを基本としている。コロナ禍で市職
員は、感染拡大防止にかかる業務が増加しているが、
今日の社会情勢に鑑みた時、人事院勧告に基づく条例
の改正は、やむを得ず受入れてもらえるものと考える。

　コロナ禍において市職員は、感染拡大防止にか
かる業務の増加にも関わらず、市民の暮らしや命
を守るために職務に精進している。民間では上昇
する給与改定も見られるなか、市職員の給与を人
事院勧告に合わせて下げれば、職員のモチベーシ
ョンが下がる。市職員の給与は、人事院勧告に基づ
くことなく、組合の労使交渉で決めるべきである。

委員会の審査報告委員会の審査報告
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市政一般質問
柴田幸一郎（創政みずなみ）
　・市道の環境保全について
　・軟弱地盤対策について

奥 村 一 仁（創政みずなみ）
　・弁護士の活用について

成 瀬 徳 夫（瑞浪政志会）
　・野生イノシシの豚熱感染について
　・土岐橋付近の河川改修計画について

大久保京子（瑞浪政志会）
　・障害者福祉施策の東濃圏域における連携体制について

榛 葉 利 広（公明党）
　・デジタル技術の活用について
　・自転車の安全対策について

辻　 正 之（新政クラブ）
　・人を呼び込む施策について
　・道路、公園の都市基盤整備について

棚 町　  潤（創政みずなみ）
　・有機農業の推進について
　・瑞浪市総合計画について

樋 田 翔 太（瑞浪政志会）
　・ひとり暮らし高齢者等の生活支援について
　・瑞浪駅周辺の再開発について

加 藤 輔 之（新政クラブ）
　・最近の陶磁器産業について
　・コロナ禍の情報の公表について

舘 林 辰 郎（日本共産党）
　・令和４年度市政運営方針について
　・男女共同参画の取組みについて

渡 邉 康 弘（瑞浪政志会）
　・水道事業について

　市政一般質問では、議員が市長等に対し、行政全般にわたり市の施策や方針など諸問題について質問し、答弁を求めます。
　3月定例会では11人の議員が19の標題にわたって質問をしました。質問した議員ごとに主な質問を掲載しています。

一般質問映像
検索はこちらから

辻　正之（新政クラブ）

沿
道
樹
木
の
管
理

　
　
災
害
予
防
の
た
め
の
沿
道

樹
木
の
管
理
は
ど
の
よ
う
か
。

　
　
道
路
へ
倒
木
す
る
危
険
の

あ
る
民
有
地
内
の
樹
木
に
つ
い

て
の
伐
採
費
用
は
土
地
所
有
者

に
負
担
が
か
か
る
こ
と
か
ら
、

市
で
は
令
和
元
年
度
か
ら
「
瑞

浪
市
道
路
沿
い
の
民
有
地
の
樹

木
伐
採
事
業
費
補
助
金
交
付
要

綱
」
を
施
行
し
て
い
る
。
こ
の

補
助
制
度
は
、
土
地
所
有
者
・

自
治
会
組
織
・
地
縁
団
体
等
が

行
う
、
市
道
の
路
肩
か
ら
の
距

離
が
お
お
む
ね
10
メ
ー
ト
ル
の

範
囲
の
立
木
を
伐
採
す
る
事
業

に
対
し
て
、
事
業
費
の
２
分
の

１
、
補
助
の
上
限
額
を
25
万
円

と
し
て
補
助
金
を
交
付
す
る
。

ま
た
、
山
林
の
整
備
が
目
的
の

場
合
、
県
の
森
林
環
境
税
を
財

源
と
す
る
里
山
林
整
備
事
業
や
、

国
の
森
林
環
境
税
を
財
源
と
す

る
災
害
防
止
森
林
整
備
事
業
な

ど
の
補
助
事
業
も
あ
り
活
用
で

き
る
。

【
建
設
部
長
】

観
光
の
広
域
連
携

　
　
観
光
に
関
す
る
広
域
連
携

の
取
り
組
み
は
ど
の
よ
う
か
。

　
　
東
濃
五
市
、
可
児
市
、
御

嵩
町
と
各
市
町
の
観
光
協
会
及

び
岐
阜
県
で
組
織
す
る
東
美
濃

歴
史
街
道
協
議
会
で
は
、
東
美

濃
地
域
へ
の
誘
客
、
地
域
内
の

周
遊
活
性
、
観
光
消
費
額
増
を

図
る
た
め
、
地
域
内
を
周
遊
す

る
旅
行
商
品
へ
の
助
成
や
東
美

濃
観
光
パ
ス
ポ
ー
ト
事
業
を
実

施
し
て
い
る
。
ま
た
、
令
和
３

年
４
月
に
設
立
さ
れ
た
セ
ラ

ミ
ッ
ク
バ
レ
ー
協
議
会
で
は
瑞

浪
、
土
岐
、
多
治
見
、
可
児
地

域
を
セ
ラ
ミ
ッ
ク
バ
レ
ー
美
濃

と
し
て
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
し
、

美
濃
焼
を
観
光
に
つ
な
ぐ
取
り

組
み
が
さ
れ
て
い
る
。
協
議
会

で
は
地
元
の
作
家
な
ど
に
よ
る

移
動
型
ク
ラ
フ
ト
フ
ェ
ア
を
４

年
間
か
け
て
４
市
で
開
催
す
る
。

【
経
済
部
長
】

問答 問答

セラミックバレー
クラフトキャンプ

さ
ら
な
る
進
展
が
み
ら
れ
る
と

期
待
し
て
い
る
。
第
７
次
総
合

計
画
か
ら
総
合
戦
略
及
び
行
政

改
革
を
総
合
計
画
に
位
置
付
け
、

一
体
的
に
整
備
す
る
こ
と
に
よ

り
、
評
価
が
分
か
り
や
す
く
効

果
的
な
も
の
に
な
る
と
考
え
て

い
る
。
今
後
は
毎
年
外
部
の
方

に
も
参
加
、
評
価
い
た
だ
け
る

体
制
を
整
備
し
て
い
く
。

　【
総
務
部
長
】

　
　
農
水
省
が
示
す
「
２
０
５

０
年
ま
で
に
有
機
農
業
の
取
組

面
積
1
0
0
万
ha
に
拡
大
」
に

向
け
施
策
を
講
じ
る
べ
き
で
は

な
い
か
。
ま
た
、
販
路
拡
大
の

一
環
と
し
て
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
給

食
導
入
を
検
討
し
た
ら
ど
う
か
。

　
　
有
機
農
業
に
よ
る
経
営
の

安
定
化
を
図
る
た
め
に
は
、
農

産
物
の
収
量
を
確
保
す
る
た
め

の
生
産
技
術
の
導
入
、
高
付
加

価
値
と
な
っ
た
農
産
物
の
販
路

確
保
が
必
要
不
可
欠
と
な
る
。

現
時
点
で
は
有
機
農
作
物
の

ニ
ー
ズ
は
そ
れ
ほ
ど
高
く
な
く
、

出
荷
農
家
に
と
っ
て
は
積
極
的

に
取
り
組
め
る
段
階
で
は
な
い

と
考
え
て
い
る
。  【
経
済
部
長
】

　
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
給
食
の
導
入

に
つ
い
て
は
安
定
し
た
供
給
量

の
確
保
や
価
格
が
課
題
で
あ
り
、

条
件
が
整
え
ば
今
後
検
討
し
た

い
。
市
内
産
及
び
県
内
産
野
菜

の
積
極
的
な
採
用
を
図
り
、
地

産
地
消
を
推
進
し
て
い
く
。

【
教
育
委
員
会
事
務
局
次
長
】

棚町　潤（創政みずなみ）

　
　
総
合
計
画
策
定
に
あ
た
り

市
民
参
加
を
促
す
と
と
も
に
、

評
価
・
検
証
で
き
る
体
制
を
充

実
さ
せ
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
市
民
意
見
に
つ
い
て
は

様
々
な
方
法
で
聴
取
す
る
。
特

に
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
た
若
者
へ

の
情
報
発
信
の
強
化
に
取
り
組

み
、
積
極
的
な
行
政
参
画
を
促

す
こ
と
で
、
新
た
な
発
想
や
行

動
力
が
生
ま
れ
、
こ
れ
ま
で
積

み
上
げ
て
き
た
ま
ち
づ
く
り
に

有
機
農
業
の
推
進
に
つ
い
て

瑞
浪
市
総
合
計
画
に
つ
い
て

問答 問答

有機農業の取組拡大指標

コ
ロ
ナ
で
も
充
実
し
た
見
守
り
を

樋田翔太（瑞浪政志会）

駅
周
辺
を
多
世
代
交
流
の
場
に

　
　
駅
周
辺
の
再
開
発
は
賑
わ

い
の
創
出
・
魅
力
向
上
だ
け
で
な

く
、
交
通
渋
滞
の
緩
和
や
公
共
施

設
の
複
合
化
・
多
機
能
化
な
ど
を

合
わ
せ
て
行
う
。
再
開
発
は
ど
の

よ
う
に
行
わ
れ
る
の
か
。

　
　
駅
北
は
令
和
10
年
を
目
標

に
カ
フ
ェ
を
併
設
の
く
つ
ろ
げ

る
滞
在
・
サ
ロ
ン
型
図
書
館
と
、

市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
を
整
備

し
、
誰
も
が
気
軽
に
立
ち
寄
れ

る
文
化
活
動
拠
点
と
な
る
よ
う

検
討
し
て
い
く
。
駅
南
は
地
権

者
の
同
意
や
協
力
事
業
者
の
確

保
、
保
留
床
処
分
な
ど
の
目
途

が
立
て
ば
、
そ
の
後
最
短
で
6

〜
7
年
で
事
業
完
了
を
想
定
し

て
い
る
。
ま
た
混
雑
の
緩
和
に

向
け
、
交
差
点
の
改
良
や
駅
前

広
場
の
拡
張
、
駅
北
の
改
札
設

置
を
検
討
し
て
い
く
。
駅
周
辺

の
ま
ち
づ
く
り
は
建
物
の
建
替

え
だ
け
で
な
く
、
次
の
世
代
が

「
住
み
た
い
、
使
い
た
い
、
活

動
し
た
い
」
と
思
え
る
多
世
代

交
流
空
間
と
し
て
い
き
た
い
。

【
理
事
・
教
育
長
・
市
長
】

　
　
コ
ロ
ナ
禍
で
「
ふ
れ
あ
い

い
き
い
き
サ
ロ
ン
」
等
が
行
え

な
い
な
か
、
高
齢
者
の
社
会
か

ら
の
孤
立
を
防
が
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
そ
の
た
め
に
は
、
ひ

と
り
暮
ら
し
高
齢
者
等
の
見
守

り
を
強
化
す
べ
き
で
あ
る
。
そ

こ
で
配
食
サ
ー
ビ
ス
を
も
っ
と

拡
充
す
べ
き
と
考
え
る
が
ど
の

よ
う
な
変
更
を
行
う
の
か
。

　
　
配
食
サ
ー
ビ
ス
は
、
平
成

14
年
か
ら
1
食
2
0
0
円
の
自

己
負
担
で
提
供
し
て
き
た
が
、

消
費
税
増
税
や
材
料
高
騰
な
ど

の
社
会
情
勢
、
近
隣
自
治
体
の

状
況
を
考
慮
し
て
4
月
か
ら
１

食
3
0
0
円
に
改
定
す
る
。
し

か
し
、
週
1
回
の
み
の
配
食

サ
ー
ビ
ス
を
4
月
か
ら
は
週
2

回
ま
で
利
用
可
能
に
変
更
し
て

頻
度
を
増
や
す
こ
と
で
見
守
り

を
充
実
さ
せ
て
い
く
。

【
民
生
部
長
】

問答 問答

再開発後のイメージ

市政一般質問市政一般質問

89



市政一般質問
柴田幸一郎（創政みずなみ）
　・市道の環境保全について
　・軟弱地盤対策について

奥 村 一 仁（創政みずなみ）
　・弁護士の活用について

成 瀬 徳 夫（瑞浪政志会）
　・野生イノシシの豚熱感染について
　・土岐橋付近の河川改修計画について

大久保京子（瑞浪政志会）
　・障害者福祉施策の東濃圏域における連携体制について

榛 葉 利 広（公明党）
　・デジタル技術の活用について
　・自転車の安全対策について

辻　 正 之（新政クラブ）
　・人を呼び込む施策について
　・道路、公園の都市基盤整備について

棚 町　  潤（創政みずなみ）
　・有機農業の推進について
　・瑞浪市総合計画について

樋 田 翔 太（瑞浪政志会）
　・ひとり暮らし高齢者等の生活支援について
　・瑞浪駅周辺の再開発について

加 藤 輔 之（新政クラブ）
　・最近の陶磁器産業について
　・コロナ禍の情報の公表について

舘 林 辰 郎（日本共産党）
　・令和４年度市政運営方針について
　・男女共同参画の取組みについて

渡 邉 康 弘（瑞浪政志会）
　・水道事業について

　市政一般質問では、議員が市長等に対し、行政全般にわたり市の施策や方針など諸問題について質問し、答弁を求めます。
　3月定例会では11人の議員が19の標題にわたって質問をしました。質問した議員ごとに主な質問を掲載しています。

一般質問映像
検索はこちらから

辻　正之（新政クラブ）

沿
道
樹
木
の
管
理

　
　
災
害
予
防
の
た
め
の
沿
道

樹
木
の
管
理
は
ど
の
よ
う
か
。

　
　
道
路
へ
倒
木
す
る
危
険
の

あ
る
民
有
地
内
の
樹
木
に
つ
い

て
の
伐
採
費
用
は
土
地
所
有
者

に
負
担
が
か
か
る
こ
と
か
ら
、

市
で
は
令
和
元
年
度
か
ら
「
瑞

浪
市
道
路
沿
い
の
民
有
地
の
樹

木
伐
採
事
業
費
補
助
金
交
付
要

綱
」
を
施
行
し
て
い
る
。
こ
の

補
助
制
度
は
、
土
地
所
有
者
・

自
治
会
組
織
・
地
縁
団
体
等
が

行
う
、
市
道
の
路
肩
か
ら
の
距

離
が
お
お
む
ね
10
メ
ー
ト
ル
の

範
囲
の
立
木
を
伐
採
す
る
事
業

に
対
し
て
、
事
業
費
の
２
分
の

１
、
補
助
の
上
限
額
を
25
万
円

と
し
て
補
助
金
を
交
付
す
る
。

ま
た
、
山
林
の
整
備
が
目
的
の

場
合
、
県
の
森
林
環
境
税
を
財

源
と
す
る
里
山
林
整
備
事
業
や
、

国
の
森
林
環
境
税
を
財
源
と
す

る
災
害
防
止
森
林
整
備
事
業
な

ど
の
補
助
事
業
も
あ
り
活
用
で

き
る
。

【
建
設
部
長
】

観
光
の
広
域
連
携

　
　
観
光
に
関
す
る
広
域
連
携

の
取
り
組
み
は
ど
の
よ
う
か
。

　
　
東
濃
五
市
、
可
児
市
、
御

嵩
町
と
各
市
町
の
観
光
協
会
及

び
岐
阜
県
で
組
織
す
る
東
美
濃

歴
史
街
道
協
議
会
で
は
、
東
美

濃
地
域
へ
の
誘
客
、
地
域
内
の

周
遊
活
性
、
観
光
消
費
額
増
を

図
る
た
め
、
地
域
内
を
周
遊
す

る
旅
行
商
品
へ
の
助
成
や
東
美

濃
観
光
パ
ス
ポ
ー
ト
事
業
を
実

施
し
て
い
る
。
ま
た
、
令
和
３

年
４
月
に
設
立
さ
れ
た
セ
ラ

ミ
ッ
ク
バ
レ
ー
協
議
会
で
は
瑞

浪
、
土
岐
、
多
治
見
、
可
児
地

域
を
セ
ラ
ミ
ッ
ク
バ
レ
ー
美
濃

と
し
て
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
し
、

美
濃
焼
を
観
光
に
つ
な
ぐ
取
り

組
み
が
さ
れ
て
い
る
。
協
議
会

で
は
地
元
の
作
家
な
ど
に
よ
る

移
動
型
ク
ラ
フ
ト
フ
ェ
ア
を
４

年
間
か
け
て
４
市
で
開
催
す
る
。

【
経
済
部
長
】

問答 問答

セラミックバレー
クラフトキャンプ

さ
ら
な
る
進
展
が
み
ら
れ
る
と

期
待
し
て
い
る
。
第
７
次
総
合

計
画
か
ら
総
合
戦
略
及
び
行
政

改
革
を
総
合
計
画
に
位
置
付
け
、

一
体
的
に
整
備
す
る
こ
と
に
よ

り
、
評
価
が
分
か
り
や
す
く
効

果
的
な
も
の
に
な
る
と
考
え
て

い
る
。
今
後
は
毎
年
外
部
の
方

に
も
参
加
、
評
価
い
た
だ
け
る

体
制
を
整
備
し
て
い
く
。

　【
総
務
部
長
】

　
　
農
水
省
が
示
す
「
２
０
５

０
年
ま
で
に
有
機
農
業
の
取
組

面
積
1
0
0
万
ha
に
拡
大
」
に

向
け
施
策
を
講
じ
る
べ
き
で
は

な
い
か
。
ま
た
、
販
路
拡
大
の

一
環
と
し
て
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
給

食
導
入
を
検
討
し
た
ら
ど
う
か
。

　
　
有
機
農
業
に
よ
る
経
営
の

安
定
化
を
図
る
た
め
に
は
、
農

産
物
の
収
量
を
確
保
す
る
た
め

の
生
産
技
術
の
導
入
、
高
付
加

価
値
と
な
っ
た
農
産
物
の
販
路

確
保
が
必
要
不
可
欠
と
な
る
。

現
時
点
で
は
有
機
農
作
物
の

ニ
ー
ズ
は
そ
れ
ほ
ど
高
く
な
く
、

出
荷
農
家
に
と
っ
て
は
積
極
的

に
取
り
組
め
る
段
階
で
は
な
い

と
考
え
て
い
る
。  【
経
済
部
長
】

　
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
給
食
の
導
入

に
つ
い
て
は
安
定
し
た
供
給
量

の
確
保
や
価
格
が
課
題
で
あ
り
、

条
件
が
整
え
ば
今
後
検
討
し
た

い
。
市
内
産
及
び
県
内
産
野
菜

の
積
極
的
な
採
用
を
図
り
、
地

産
地
消
を
推
進
し
て
い
く
。

【
教
育
委
員
会
事
務
局
次
長
】

棚町　潤（創政みずなみ）

　
　
総
合
計
画
策
定
に
あ
た
り

市
民
参
加
を
促
す
と
と
も
に
、

評
価
・
検
証
で
き
る
体
制
を
充

実
さ
せ
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
市
民
意
見
に
つ
い
て
は

様
々
な
方
法
で
聴
取
す
る
。
特

に
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
た
若
者
へ

の
情
報
発
信
の
強
化
に
取
り
組

み
、
積
極
的
な
行
政
参
画
を
促

す
こ
と
で
、
新
た
な
発
想
や
行

動
力
が
生
ま
れ
、
こ
れ
ま
で
積

み
上
げ
て
き
た
ま
ち
づ
く
り
に

有
機
農
業
の
推
進
に
つ
い
て

瑞
浪
市
総
合
計
画
に
つ
い
て

問答 問答

有機農業の取組拡大指標

コ
ロ
ナ
で
も
充
実
し
た
見
守
り
を

樋田翔太（瑞浪政志会）

駅
周
辺
を
多
世
代
交
流
の
場
に

　
　
駅
周
辺
の
再
開
発
は
賑
わ

い
の
創
出
・
魅
力
向
上
だ
け
で
な

く
、
交
通
渋
滞
の
緩
和
や
公
共
施

設
の
複
合
化
・
多
機
能
化
な
ど
を

合
わ
せ
て
行
う
。
再
開
発
は
ど
の

よ
う
に
行
わ
れ
る
の
か
。

　
　
駅
北
は
令
和
10
年
を
目
標

に
カ
フ
ェ
を
併
設
の
く
つ
ろ
げ

る
滞
在
・
サ
ロ
ン
型
図
書
館
と
、

市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
を
整
備

し
、
誰
も
が
気
軽
に
立
ち
寄
れ

る
文
化
活
動
拠
点
と
な
る
よ
う

検
討
し
て
い
く
。
駅
南
は
地
権

者
の
同
意
や
協
力
事
業
者
の
確

保
、
保
留
床
処
分
な
ど
の
目
途

が
立
て
ば
、
そ
の
後
最
短
で
6

〜
7
年
で
事
業
完
了
を
想
定
し

て
い
る
。
ま
た
混
雑
の
緩
和
に

向
け
、
交
差
点
の
改
良
や
駅
前

広
場
の
拡
張
、
駅
北
の
改
札
設

置
を
検
討
し
て
い
く
。
駅
周
辺

の
ま
ち
づ
く
り
は
建
物
の
建
替

え
だ
け
で
な
く
、
次
の
世
代
が

「
住
み
た
い
、
使
い
た
い
、
活

動
し
た
い
」
と
思
え
る
多
世
代

交
流
空
間
と
し
て
い
き
た
い
。

【
理
事
・
教
育
長
・
市
長
】

　
　
コ
ロ
ナ
禍
で
「
ふ
れ
あ
い

い
き
い
き
サ
ロ
ン
」
等
が
行
え

な
い
な
か
、
高
齢
者
の
社
会
か

ら
の
孤
立
を
防
が
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
そ
の
た
め
に
は
、
ひ

と
り
暮
ら
し
高
齢
者
等
の
見
守

り
を
強
化
す
べ
き
で
あ
る
。
そ

こ
で
配
食
サ
ー
ビ
ス
を
も
っ
と

拡
充
す
べ
き
と
考
え
る
が
ど
の

よ
う
な
変
更
を
行
う
の
か
。

　
　
配
食
サ
ー
ビ
ス
は
、
平
成

14
年
か
ら
1
食
2
0
0
円
の
自

己
負
担
で
提
供
し
て
き
た
が
、

消
費
税
増
税
や
材
料
高
騰
な
ど

の
社
会
情
勢
、
近
隣
自
治
体
の

状
況
を
考
慮
し
て
4
月
か
ら
１

食
3
0
0
円
に
改
定
す
る
。
し

か
し
、
週
1
回
の
み
の
配
食

サ
ー
ビ
ス
を
4
月
か
ら
は
週
2

回
ま
で
利
用
可
能
に
変
更
し
て

頻
度
を
増
や
す
こ
と
で
見
守
り

を
充
実
さ
せ
て
い
く
。

【
民
生
部
長
】

問答 問答

再開発後のイメージ

市政一般質問市政一般質問
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加藤輔之（新政クラブ）

　
　
コ
ロ
ナ
禍
の
情
報
公
表
状

況
は
ど
の
よ
う
か
。

　
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
新
規
感
染
者
の
状
況

は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
お
い

て
県
の
情
報
を
基
に
公
表
し
て

い
る
。
市
立
小
中
学
校
は
、
県

の
基
準
に
従
い
１
学
級
で
５
名

程
度
以
上
の
感
染
が
判
明
し
た

場
合
の
学
級
閉
鎖
や
、
学
年
閉

鎖
、
臨
時
休
業
の
場
合
に
、
ま

セ
ラ
ミ
ッ
ク
バ
レ
ー
構
想
に
期
待

コ
ロ
ナ
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を

　
　
　
　
　 

　
　
　
　
未
然
に
防
ぐ

　
　
国
際
陶
磁
器
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
美
濃

’21
を
ど
う
総
括
す
る

か
。

　
　
今
回
で
12
回
目
を
迎
え
た

開
催
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
当
初
予

定
し
て
い
た
事
業
を
縮
小
し
て

行
っ
た
。
来
場
者
数
は
、
前
回

の
お
よ
そ
半
数
で
あ
っ
た
が
、

1
日
あ
た
り
の
来
場
者
数
は
微

増
と
な
っ
た
。「
セ
ラ
ミ
ッ
ク

バ
レ
ー
と
世
界
の
陶
磁
器
展
」

で
は
、
や
き
も
の
の
産
業
と
文

化
が
息
づ
く
こ
の
地
域
の
紹
介

と
と
も
に
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
名

窯
ヘ
レ
ン
ド
の
日
本
初
公
開
を

含
む
作
品
の
展
示
が
あ
っ
た
。

　
国
際
陶
磁
器
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
は
、
美
濃
焼
を
世
界
に
発
信

す
る
機
会
で
あ
り
、
同
時
に
地

域
産
業
振
興
の
機
会
で
あ
る
。

次
回
は
令
和
６
年
に
開
催
す
る

予
定
で
あ
る
。　  【
経
済
部
長
】

問答 問答

た
幼
児
園
は
休
園
に
な
っ
た
場

合
の
み
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で

公
表
し
て
い
る
。
本
市
職
員
に

つ
い
て
は
、
陽
性
判
明
に
よ
り

施
設
閉
鎖
や
市
民
に
大
き
な
影

響
が
あ
る
場
合
等
に
公
表
し
て

い
る
。
公
表
は
、
コ
ロ
ナ
・
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
を
未
然
に
防
ぐ
た

め
、
個
人
が
特
定
さ
れ
な
い
よ

う
配
慮
し
て
い
る
。

【
ま
ち
づ
く
り
推
進
部
長
】 国際陶磁器フェスティバル入賞作品

新
病
院
建
設
市
民
意
見
へ
の
回
答

　
　
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
の
ま
ち

づ
く
り
で
は
、
女
性
の
管
理
職

の
登
用
と
、
会
計
年
度
任
用
職

員
の
処
遇
は
ど
の
よ
う
か
。

　
　
本
市
の
女
性
管
理
職
の
目

標
25
％
に
対
し
、
令
和
元
年

11
・
4
％
、
2
年
13
・
9
％
、

3
年
16
・
7
％
を
積
極
的
に
登

用
を
進
め
て
い
る
。
市
の
附
属

機
関
で
の
女
性
委
員
の
割
合
は

目
標
35
％
に
対
し
実
績
は
33
・

4
％
と
目
標
値
に
向
け
て
上
昇

し
て
き
た
が
、
自
治
会
長
に
占

め
る
女
性
の
割
合
は
目
標
10
％

に
対
し
実
績
は
1
・
9
％
と
低

く
、
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
4

月
か
ら
、
会
計
年
度
任
用
職
員

の
報
酬
の
見
直
し
、
コ
ロ
ナ
感

染
の
特
別
休
暇
、
産
休
を
有
休

と
す
る
等
で
処
遇
改
善
を
図
る
。

【
副
市
長
・
ま
ち
づ
く
り
推
進
部
長
】

舘林辰郎（日本共産党）

　
　
私
は
、
新
病
院
建
設
に
反

対
で
あ
る
。
令
和
4
年
度
の
予

算
で
病
院
組
合
へ
の
負
担
金
が
、

1
億
6
千
万
円
組
ま
れ
て
い
る
。

昨
年
の
市
長
と
語
る
会
で
市
民

か
ら
で
た
36
項
目
の
意
見
に
対

し
て
ど
の
よ
う
に
答
え
ら
れ
た

の
か
。

　
　
意
見
の
多
い
産
婦
人
科
、

小
児
科
の
設
置
に
つ
い
て
は
、

病
院
基
本
構
想
・
基
本
計
画
に

産
科
は
早
期
開
設
、
小
児
科
は

入
院
機
能
充
実
を
図
る
と
し
て

記
載
さ
れ
た
。
医
師
確
保
は
、

問答 問答男
女
共
同
参
画
の
取
り
組
み
は

関
連
大
学
医
局
に
瑞
浪
・
土
岐

市
・
Ｊ
Ａ
岐
阜
厚
生
連
の
三
者

で
強
く
要
望
し
て
い
く
。
東
濃

厚
生
病
院
の
後
利
用
は
、
一
次

医
療
機
関
と
し
て
の
継
続
を
要

望
し
て
お
り
、
恵
那
市
も
参
加

し
て
設
置
す
る
協
議
会
に
て
検

討
し
て
い
く
。

　
最
も
意
見
の
多
い
通
院
ア
ク

セ
ス
の
確
保
に
つ
い
て
は
最
重

点
課
題
と
認
識
し
て
お
り
、
指

定
管
理
者
と
な
る
Ｊ
Ａ
岐
阜
厚

生
連
に
具
体
的
な
検
討
を
お
願

い
す
る
。
　
　
　
　
　 【
市
長
】

衛
星
画
像
デ
ー
タ
を
用
い
た
漏

水
調
査
」
を
実
施
す
る
。

　
ま
た
、
老
朽
化
が
著
し
い
主

要
な
配
水
管
の
計
画
的
な
更
新

に
着
手
す
る
。

【
建
設
部
長
】

※

有
収
率…

給
水
す
る
水
量
と

料
金
と
し
て
収
入
が
あ
っ
た
水

量
と
の
比
率

　
　
水
道
事
業
に
お
い
て
、
多

く
の
課
題
を
解
消
し
な
が
ら
瑞

浪
市
単
独
で
事
業
を
進
め
て
い

け
ば
、
将
来
的
に
は
健
全
な
経

営
の
持
続
が
困
難
と
な
る
た
め
、

水
道
料
金
の
値
上
が
り
が
危
惧

さ
れ
て
い
る
。

　
今
後
の
水
道
料
金
改
定
の
予

定
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

　
　
令
和
2
年
度
に
策
定
し
た

瑞
浪
市
水
道
事
業
ビ
ジ
ョ
ン
で

は
、
人
口
減
少
及
び
資
産
の
更

新
需
要
の
増
加
等
に
よ
り
、
令

和
11
年
度
か
ら
収
益
的
収
支
が

赤
字
に
な
る
た
め
、
令
和
11
年

度
に
19
・
5
％
の
料
金
改
定
を

見
込
ん
で
い
る
。

【
建
設
部
長
】

渡邉康弘（瑞浪政志会）

　
　
水
道
事
業
を
安
定
的
か
つ

継
続
的
に
提
供
し
て
い
く
な
か

で
、
水
道
料
金
の
値
上
が
り
を

抑
え
る
た
め
に
は
有
収
率
の
向

上
が
必
要
不
可
欠
で
あ
る
。

　
老
朽
化
し
た
配
水
管
の
漏
水

な
ど
を
未
然
に
防
ぎ
、
年
々
減

少
傾
向
に
あ
る
有
収
率
を
向
上

さ
せ
る
た
め
、
漏
水
箇
所
の
調

査
と
し
て
高
い
評
価
を
さ
れ
て

い
る
「
衛
星
画
像
の
解
析
に
よ

る
水
道
管
の
漏
水
調
査
」
を
導

入
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
有
収
率
が
低
い
と
水
道
事

業
の
経
営
に
多
大
な
影
響
を
与

え
る
た
め
、
有
収
率
の
向
上
に

向
け
た
取
り
組
み
は
水
道
事
業

者
の
責
務
と
考
え
て
い
る
。

　
減
少
を
続
け
て
い
る
有
収
率

の
向
上
の
た
め
令
和
4
年
度
か

ら
「
人
工
衛
星
か
ら
送
ら
れ
る

水
道
料
金
は
ど
う
な
る
の

課
題
解
消
に
向
け
新
技
術
を
導
入

問答 問

答

連続して起こった漏水事故

街
路
樹
を
低
木
や
花
壇
に

柴田幸一郎（創政みずなみ）

稲
津
小
学
校
の
法
面
復
旧
工
事
は

　
　
　
　
　
　 

妥
当
な
復
旧
工
法
か

　
　
稲
津
小
学
校
の
法
面
復
旧

工
事
を
終
え
て
、
セ
メ
ン
ト
改

良
工
法
は
妥
当
で
あ
っ
た
か
。

　
　
本
復
旧
工
事
に
お
い
て
、

経
済
性
と
施
工
時
の
影
響
の
両

面
か
ら
検
討
し
た
。

　
経
済
性
で
は
、
当
初
設
計
で

見
込
ん
で
い
た
よ
り
も
軟
弱
な

崩
土
で
あ
っ
た
た
め
、
セ
メ
ン

ト
配
合
量
を
増
大
し
、
工
事
費

が
2
，
2
0
0
万
円
／
10
m
と

な
っ
た
。
し
か
し
、
イ
ニ
シ
ャ

ル
コ
ス
ト
と
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス

ト
を
含
め
た
ト
ー
タ
ル
コ
ス
ト

で
は
、
他
の
工
法
よ
り
も
経
済

的
で
、
安
全
性
・
恒
久
性
も
高

い
と
い
え
る
。

　
施
工
時
は
、
少
し
で
も
グ
ラ

ウ
ン
ド
が
利
用
で
き
る
よ
う
に

ス
ペ
ー
ス
の
確
保
に
努
め
た
。

ま
た
、
学
校
と
綿
密
な
調
整
会

議
を
月
一
回
開
催
し
、
発
生
し

た
課
題
を
速
や
か
に
対
応
で
き

た
。

【
建
設
部
長
】

　
　
道
路
沿
い
の
住
民
が
道
路

を
愛
す
る
気
持
ち
に
な
っ
て
頂

く
た
め
に
、
街
路
樹
の
高
木
が

枯
れ
た
箇
所
に
つ
い
て
は
、
低

木
や
花
壇
に
す
る
こ
と
は
で
き

な
い
か
。

　
　
街
路
樹
が
な
い
植
樹
桝
に

つ
い
て
は
、
低
木
や
花
壇
に
す

る
こ
と
で
、
良
好
な
景
観
と
道

路
環
境
の
保
全
に
役
立
つ
ば
か

り
で
な
く
、
道
路
へ
の
愛
着
を

持
っ
て
い
た
だ
け
る
と
考
え
ら

れ
る
。
花
壇
に
変
更
し
た
場
合

は
、
多
く
の
手
間
が
か
か
る
の

で
、
自
治
会
の
管
理
協
力
が
必

要
と
な
る
。
土
木
課
に
相
談
し

て
い
た
だ
き
た
い
。【

建
設
部
長
】

問答 問答

稲津小学校で工事見学会を開催 男女共同参画講演会
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加藤輔之（新政クラブ）

　
　
コ
ロ
ナ
禍
の
情
報
公
表
状

況
は
ど
の
よ
う
か
。

　
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
新
規
感
染
者
の
状
況

は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
お
い

て
県
の
情
報
を
基
に
公
表
し
て

い
る
。
市
立
小
中
学
校
は
、
県

の
基
準
に
従
い
１
学
級
で
５
名

程
度
以
上
の
感
染
が
判
明
し
た

場
合
の
学
級
閉
鎖
や
、
学
年
閉

鎖
、
臨
時
休
業
の
場
合
に
、
ま

セ
ラ
ミ
ッ
ク
バ
レ
ー
構
想
に
期
待

コ
ロ
ナ
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を

　
　
　
　
　 

　
　
　
　
未
然
に
防
ぐ

　
　
国
際
陶
磁
器
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
美
濃

’21
を
ど
う
総
括
す
る

か
。

　
　
今
回
で
12
回
目
を
迎
え
た

開
催
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
当
初
予

定
し
て
い
た
事
業
を
縮
小
し
て

行
っ
た
。
来
場
者
数
は
、
前
回

の
お
よ
そ
半
数
で
あ
っ
た
が
、

1
日
あ
た
り
の
来
場
者
数
は
微

増
と
な
っ
た
。「
セ
ラ
ミ
ッ
ク

バ
レ
ー
と
世
界
の
陶
磁
器
展
」

で
は
、
や
き
も
の
の
産
業
と
文

化
が
息
づ
く
こ
の
地
域
の
紹
介

と
と
も
に
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
名

窯
ヘ
レ
ン
ド
の
日
本
初
公
開
を

含
む
作
品
の
展
示
が
あ
っ
た
。

　
国
際
陶
磁
器
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
は
、
美
濃
焼
を
世
界
に
発
信

す
る
機
会
で
あ
り
、
同
時
に
地

域
産
業
振
興
の
機
会
で
あ
る
。

次
回
は
令
和
６
年
に
開
催
す
る

予
定
で
あ
る
。　  【
経
済
部
長
】

問答 問答

た
幼
児
園
は
休
園
に
な
っ
た
場

合
の
み
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で

公
表
し
て
い
る
。
本
市
職
員
に

つ
い
て
は
、
陽
性
判
明
に
よ
り

施
設
閉
鎖
や
市
民
に
大
き
な
影

響
が
あ
る
場
合
等
に
公
表
し
て

い
る
。
公
表
は
、
コ
ロ
ナ
・
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
を
未
然
に
防
ぐ
た

め
、
個
人
が
特
定
さ
れ
な
い
よ

う
配
慮
し
て
い
る
。

【
ま
ち
づ
く
り
推
進
部
長
】 国際陶磁器フェスティバル入賞作品

新
病
院
建
設
市
民
意
見
へ
の
回
答

　
　
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
の
ま
ち

づ
く
り
で
は
、
女
性
の
管
理
職

の
登
用
と
、
会
計
年
度
任
用
職

員
の
処
遇
は
ど
の
よ
う
か
。

　
　
本
市
の
女
性
管
理
職
の
目

標
25
％
に
対
し
、
令
和
元
年

11
・
4
％
、
2
年
13
・
9
％
、

3
年
16
・
7
％
を
積
極
的
に
登

用
を
進
め
て
い
る
。
市
の
附
属

機
関
で
の
女
性
委
員
の
割
合
は

目
標
35
％
に
対
し
実
績
は
33
・

4
％
と
目
標
値
に
向
け
て
上
昇

し
て
き
た
が
、
自
治
会
長
に
占

め
る
女
性
の
割
合
は
目
標
10
％

に
対
し
実
績
は
1
・
9
％
と
低

く
、
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
4

月
か
ら
、
会
計
年
度
任
用
職
員

の
報
酬
の
見
直
し
、
コ
ロ
ナ
感

染
の
特
別
休
暇
、
産
休
を
有
休

と
す
る
等
で
処
遇
改
善
を
図
る
。

【
副
市
長
・
ま
ち
づ
く
り
推
進
部
長
】

舘林辰郎（日本共産党）

　
　
私
は
、
新
病
院
建
設
に
反

対
で
あ
る
。
令
和
4
年
度
の
予

算
で
病
院
組
合
へ
の
負
担
金
が
、

1
億
6
千
万
円
組
ま
れ
て
い
る
。

昨
年
の
市
長
と
語
る
会
で
市
民

か
ら
で
た
36
項
目
の
意
見
に
対

し
て
ど
の
よ
う
に
答
え
ら
れ
た

の
か
。

　
　
意
見
の
多
い
産
婦
人
科
、

小
児
科
の
設
置
に
つ
い
て
は
、

病
院
基
本
構
想
・
基
本
計
画
に

産
科
は
早
期
開
設
、
小
児
科
は

入
院
機
能
充
実
を
図
る
と
し
て

記
載
さ
れ
た
。
医
師
確
保
は
、

問答 問答男
女
共
同
参
画
の
取
り
組
み
は

関
連
大
学
医
局
に
瑞
浪
・
土
岐

市
・
Ｊ
Ａ
岐
阜
厚
生
連
の
三
者

で
強
く
要
望
し
て
い
く
。
東
濃

厚
生
病
院
の
後
利
用
は
、
一
次

医
療
機
関
と
し
て
の
継
続
を
要

望
し
て
お
り
、
恵
那
市
も
参
加

し
て
設
置
す
る
協
議
会
に
て
検

討
し
て
い
く
。

　
最
も
意
見
の
多
い
通
院
ア
ク

セ
ス
の
確
保
に
つ
い
て
は
最
重

点
課
題
と
認
識
し
て
お
り
、
指

定
管
理
者
と
な
る
Ｊ
Ａ
岐
阜
厚

生
連
に
具
体
的
な
検
討
を
お
願

い
す
る
。
　
　
　
　
　 【
市
長
】

衛
星
画
像
デ
ー
タ
を
用
い
た
漏

水
調
査
」
を
実
施
す
る
。

　
ま
た
、
老
朽
化
が
著
し
い
主

要
な
配
水
管
の
計
画
的
な
更
新

に
着
手
す
る
。

【
建
設
部
長
】

※

有
収
率…
給
水
す
る
水
量
と

料
金
と
し
て
収
入
が
あ
っ
た
水

量
と
の
比
率

　
　
水
道
事
業
に
お
い
て
、
多

く
の
課
題
を
解
消
し
な
が
ら
瑞

浪
市
単
独
で
事
業
を
進
め
て
い

け
ば
、
将
来
的
に
は
健
全
な
経

営
の
持
続
が
困
難
と
な
る
た
め
、

水
道
料
金
の
値
上
が
り
が
危
惧

さ
れ
て
い
る
。

　
今
後
の
水
道
料
金
改
定
の
予

定
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

　
　
令
和
2
年
度
に
策
定
し
た

瑞
浪
市
水
道
事
業
ビ
ジ
ョ
ン
で

は
、
人
口
減
少
及
び
資
産
の
更

新
需
要
の
増
加
等
に
よ
り
、
令

和
11
年
度
か
ら
収
益
的
収
支
が

赤
字
に
な
る
た
め
、
令
和
11
年

度
に
19
・
5
％
の
料
金
改
定
を

見
込
ん
で
い
る
。

【
建
設
部
長
】

渡邉康弘（瑞浪政志会）

　
　
水
道
事
業
を
安
定
的
か
つ

継
続
的
に
提
供
し
て
い
く
な
か

で
、
水
道
料
金
の
値
上
が
り
を

抑
え
る
た
め
に
は
有
収
率
の
向

上
が
必
要
不
可
欠
で
あ
る
。

　
老
朽
化
し
た
配
水
管
の
漏
水

な
ど
を
未
然
に
防
ぎ
、
年
々
減

少
傾
向
に
あ
る
有
収
率
を
向
上

さ
せ
る
た
め
、
漏
水
箇
所
の
調

査
と
し
て
高
い
評
価
を
さ
れ
て

い
る
「
衛
星
画
像
の
解
析
に
よ

る
水
道
管
の
漏
水
調
査
」
を
導

入
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
有
収
率
が
低
い
と
水
道
事

業
の
経
営
に
多
大
な
影
響
を
与

え
る
た
め
、
有
収
率
の
向
上
に

向
け
た
取
り
組
み
は
水
道
事
業

者
の
責
務
と
考
え
て
い
る
。

　
減
少
を
続
け
て
い
る
有
収
率

の
向
上
の
た
め
令
和
4
年
度
か

ら
「
人
工
衛
星
か
ら
送
ら
れ
る

水
道
料
金
は
ど
う
な
る
の

課
題
解
消
に
向
け
新
技
術
を
導
入

問答 問

答

連続して起こった漏水事故

街
路
樹
を
低
木
や
花
壇
に

柴田幸一郎（創政みずなみ）

稲
津
小
学
校
の
法
面
復
旧
工
事
は

　
　
　
　
　
　 

妥
当
な
復
旧
工
法
か

　
　
稲
津
小
学
校
の
法
面
復
旧

工
事
を
終
え
て
、
セ
メ
ン
ト
改

良
工
法
は
妥
当
で
あ
っ
た
か
。

　
　
本
復
旧
工
事
に
お
い
て
、

経
済
性
と
施
工
時
の
影
響
の
両

面
か
ら
検
討
し
た
。

　
経
済
性
で
は
、
当
初
設
計
で

見
込
ん
で
い
た
よ
り
も
軟
弱
な

崩
土
で
あ
っ
た
た
め
、
セ
メ
ン

ト
配
合
量
を
増
大
し
、
工
事
費

が
2
，
2
0
0
万
円
／
10
m
と

な
っ
た
。
し
か
し
、
イ
ニ
シ
ャ

ル
コ
ス
ト
と
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス

ト
を
含
め
た
ト
ー
タ
ル
コ
ス
ト

で
は
、
他
の
工
法
よ
り
も
経
済

的
で
、
安
全
性
・
恒
久
性
も
高

い
と
い
え
る
。

　
施
工
時
は
、
少
し
で
も
グ
ラ

ウ
ン
ド
が
利
用
で
き
る
よ
う
に

ス
ペ
ー
ス
の
確
保
に
努
め
た
。

ま
た
、
学
校
と
綿
密
な
調
整
会

議
を
月
一
回
開
催
し
、
発
生
し

た
課
題
を
速
や
か
に
対
応
で
き

た
。

【
建
設
部
長
】

　
　
道
路
沿
い
の
住
民
が
道
路

を
愛
す
る
気
持
ち
に
な
っ
て
頂

く
た
め
に
、
街
路
樹
の
高
木
が

枯
れ
た
箇
所
に
つ
い
て
は
、
低

木
や
花
壇
に
す
る
こ
と
は
で
き

な
い
か
。

　
　
街
路
樹
が
な
い
植
樹
桝
に

つ
い
て
は
、
低
木
や
花
壇
に
す

る
こ
と
で
、
良
好
な
景
観
と
道

路
環
境
の
保
全
に
役
立
つ
ば
か

り
で
な
く
、
道
路
へ
の
愛
着
を

持
っ
て
い
た
だ
け
る
と
考
え
ら

れ
る
。
花
壇
に
変
更
し
た
場
合

は
、
多
く
の
手
間
が
か
か
る
の

で
、
自
治
会
の
管
理
協
力
が
必

要
と
な
る
。
土
木
課
に
相
談
し

て
い
た
だ
き
た
い
。【

建
設
部
長
】

問答 問答

稲津小学校で工事見学会を開催 男女共同参画講演会

市政一般質問市政一般質問
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東
濃
５
市
の
連
携
に
よ
る

　
　
　
　
　
　 

障
が
い
者
相
談
支
援

奥村一仁（創政みずなみ）

　
　
多
様
化
・
複
雑
化
す
る
住

民
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
や
、
地
域

特
性
に
合
っ
た
政
策
立
案
の
た

め
に
、
自
治
体
内
弁
護
士
の
配

置
を
検
討
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
法
的
観
点
か
ら
の
迅
速
か

つ
的
確
な
対
応
に
よ
る
ト
ラ
ブ

ル
の
早
期
解
決
や
、
政
策
の
企

画
・
立
案
段
階
か
ら
弁
護
士
を

活
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
よ

り
的
確
な
法
解
釈
が
図
ら
れ
、

積
極
的
な
施
策
立
案
に
つ
な
が

る
こ
と
が
期
待
で
き
る
。

　
一
方
で
、
費
用
対
効
果
の
判

ス
ク
ー
ル
ロ
イ
ヤ
ー
制
度
導
入
を

自
治
体
内
弁
護
士
の
配
置
を

　
　
学
校
を
取
り
巻
く
法
務
環

境
が
変
化
し
、
全
国
各
地
で
制

度
の
導
入
が
進
ん
で
い
る
。
令

和
元
年
６
月
の
一
般
質
問
以
降
、

導
入
の
検
討
に
つ
い
て
経
過
は

ど
の
よ
う
か
。

　
　
法
的
な
助
言
が
必
要
な
場

合
に
は
市
の
顧
問
弁
護
士
に
相

談
で
き
る
こ
と
、
県
が
実
施
し

て
い
る
事
業
で
弁
護
士
に
相
談

で
き
る
こ
と
等
か
ら
、
現
段
階

で
は
導
入
に
つ
い
て
考
え
て
い

な
い
。

　
今
年
度
に
、
県
弁
護
士
会
の

協
力
を
得
て
い
じ
め
の
予
防
教

育
を
小
学
校
２
校
で
実
施
し

た
。
ま
た
、
い
じ
め
の
重
大
事

案
が
発
生
し
た
場
合
に
は
第
三

者
委
員
会
を
設
置
す
る
が
、
そ

の
場
合
に
は
県
弁
護
士
会
か
ら

弁
護
士
を
派
遣
し
て
い
た
だ
く

よ
う
依
頼
し
て
い
る
。

【
教
育
委
員
会
事
務
局
次
長
】

問答 問答

定
が
難
し
い
こ
と
、
効
率
的
な

活
用
が
で
き
る
よ
う
な
体
制
整

備
が
必
要
で
あ
る
等
の
理
由
か

ら
、
全
国
的
に
見
て
も
弁
護
士

の
採
用
実
績
が
少
な
い
。
本
市

と
し
て
は
、
顧
問
弁
護
士
と
の

連
携
を
さ
ら
に
高
め
る
こ
と
で

行
政
課
題
解
決
を
図
る
と
と
も

に
、
法
令
検
索
シ
ス
テ
ム
の
活

用
や
職
員
研
修
の
継
続
的
な
実

施
に
よ
っ
て
、
職
員
一
人
ひ
と

り
の
法
務
能
力
の
向
上
に
努
め

て
い
く
。
　
　
　 【
総
務
部
長
】

スクールロイヤー
活用のイメージ

野
生
イ
ノ
シ
シ
豚
熱
感
染
終
息
傾
向

　
　
土
岐
橋
架
け
替
え
に
伴
う

工
事
で
豪
雨
に
よ
る
河
川
氾
濫

堤
防
決
壊
な
ど
の
災
害
対
策
で

の
川
底
に
堆
積
し
て
い
る
土
砂

の
浚
渫
は
実
施
し
な
い
の
か
。

　
　
土
岐
橋
架
け
替
え
で
は
、

河
床
を
大
き
く
掘
り
下
げ
な
い

が
、
将
来
的
に
は
、
中
央
付
近

を
2
m
程
度
掘
り
下
げ
る
。
ま

た
、
土
岐
川
と
小
里
川
合
流
点

に
お
い
て
も
将
来
的
に
河
床
を

掘
り
下
げ
治
水
安
全
度
の
向
上

を
図
る
。

【
建
設
部
長
】

成瀬徳夫（瑞浪政志会）

　
　
豚
熱
感
染
は
、
瑞
浪
ボ
ー

ノ
ポ
ー
ク
の
養
豚
業
者
に
と
っ

て
脅
威
で
あ
る
。
岐
阜
県
で
は
、

平
成
30
年
度
か
ら
野
生
イ
ノ
シ

シ
の
検
体
検
査
を
実
施
し
野
生

イ
ノ
シ
シ
の
豚
熱
感
染
の
状
況

調
査
を
し
て
き
た
が
、
本
市
の

令
和
４
年
２
月
ま
で
の
検
体
検

査
結
果
は
ど
の
よ
う
か
。
　
　

　
　
本
市
で
は
、
平
成
30
年
か

ら
令
和
4
年
2
月
ま
で
に
1
，

1
1
3
頭
の
野
生
イ
ノ
シ
シ
の

検
体
検
査
の
結
果
、
P
C
R
陽

性
が
53
頭
、
豚
熱
の
抗
体
保
持

を
示
す
E
L
I
S
A
陽
性

3
0
2
頭
で
あ
っ
た
。
う
ち
、

今
年
の
検
査
頭
数
5
頭
は
、

P
C
R
、
E
L
I
S
A
と
も
に

陽
性
反
応
が
出
て
い
な
い
。
統

計
か
ら
は
、
当
市
の
P
C
R
陽

性
の
野
生
イ
ノ
シ
シ
は
減
少
し
、

問答 問答土
岐
橋
架
け
替
え
に
伴
う

　
　 

　
　
　
川
底
浚
渫
は
将
来
施
工

E
L
I
S
A
陽
性
の
イ
ノ
シ
シ

が
増
加
し
て
い
る
た
め
豚
熱
の

感
染
拡
大
は
終
息
傾
向
で
あ
る

と
い
え
る
。
し
か
し
、
最
近
に

な
り
、
近
隣
市
で
P
C
R
陽
性

個
体
も
発
見
さ
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
引
き
続
き
感
染
状
況
を

注
視
し
効
果
的
な
経
口
ワ
ク
チ

ン
散
布
を
検
討
実
施
し
て
、
瑞

浪
ボ
ー
ノ
ポ
ー
ク
の
生
産
供
給

を
支
援
し
て
い
く
。【

経
済
部
長
】

④
専
門
的
人
材
の
確
保
・
養
成

⑤
地
域
の
体
制
づ
く
り
で
あ
る
。

ま
ず
は
緊
急
時
対
応
事
業
を
重

点
的
に
整
備
し
て
い
く
。
　
　

　 【
民
生
部
長
】

　
　
東
濃
圏
域
で
は
、
基
幹
相

談
支
援
セ
ン
タ
ー
を
東
濃
５
市

連
携
に
よ
っ
て
整
備
し
、
平
成

31
年
4
月
か
ら
運
営
委
託
を
し

て
い
る
が
、
相
談
支
援
体
制
の

充
実
・
強
化
は
ど
の
よ
う
に
図

ら
れ
て
い
る
か
。

　
　
相
談
支
援
事
業
所
の
委
託

先
は
、
多
治
見
市
の
陶
技
学
園

相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
、
相
談
支

援
セ
ン
タ
ー
リ
ン
ク
、
土
岐
市

の
は
な
の
木
苑
指
定
相
談
支
援

事
業
所
、
ホ
ー
リ
ー
ク
ロ
ス
セ

ン
タ
ー
、
恵
那
市
の
恵
那
た
ん

ぽ
ぽ
地
域
生
活
療
育
支
援
セ
ン

タ
ー
、
中
津
川
市
の
障
害
者
生

活
支
援
セ
ン
タ
ー
結
の
６
か
所

で
あ
る
。
障
害
者
を
と
り
ま
く

環
境
の
変
化
か
ら
相
談
内
容
が

多
様
化
・
複
雑
化
・
困
難
化
す

る
な
か
、
新
た
な
課
題
を
整
理

し
業
務
範
囲
と
人
員
体
制
に
つ

い
て
検
討
を
深
め
て
い
く
必
要

が
あ
る
。
　
　
　 【
民
生
部
長
】

大久保京子（瑞浪政志会）

　
　
障
が
い
の
重
度
化
・
高
齢

化
や
親
亡
き
後
を
見
据
え
、
障

が
い
者
の
生
活
を
地
域
全
体
で

支
え
、
安
心
し
て
住
み
慣
れ
た

地
域
で
生
活
で
き
る
支
援
体
制

を
整
備
す
る
地
域
生
活
支
援
拠

点
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
整

備
を
進
め
て
き
た
か
。

　
　
東
濃
圏
域
で
は
、
各
市
の

社
会
資
源
・
専
門
的
人
材
が
限

ら
れ
る
な
か
、
圏
域
を
単
位
と

し
、
複
数
事
業
所
の
協
力
体
制

に
よ
る
面
的
整
備
型
で
整
備
す

る
。
地
域
生
活
支
援
拠
点
の
機

能
は
①
相
談
②
緊
急
時
の
受
入

れ
・
対
応
③
体
験
の
機
会
・
場

地
域
生
活
支
援
拠
点
の
整
備
は

問答 問答

整備手法は面的整備型

D
X
の
７
次
総
へ
の
位
置
づ
け
は

榛葉利広（公明党）

自
転
車
の
安
全
対
策
を
万
全
に

　
　
岐
阜
県
で
は
自
転
車
損
害

賠
償
責
任
保
険
へ
の
加
入
を
義

務
化
す
る
動
き
が
あ
る
が
、
ど

の
よ
う
に
加
入
を
促
進
し
て
い

く
の
か
。

　
　
岐
阜
県
で
は
、
ヘ
ル
メ
ッ

ト
着
用
の
努
力
義
務
や
自
転
車

損
害
賠
償
責
任
保
険
へ
の
加
入

の
義
務
化
を
規
定
す
る
条
例
の

制
定
に
つ
い
て
、
パ
ブ
リ
ッ
ク

コ
メ
ン
ト
を
実
施
し
、
現
在
県

議
会
で
審
議
さ
れ
て
い
る
。

　
自
転
車
損
害
賠
償
責
任
保
険

へ
の
加
入
が
義
務
化
さ
れ
た
場

合
、
市
は
当
該
保
険
の
加
入
促

進
の
た
め
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等

を
活
用
し
た
広
報
や
、
学
校
、

事
業
者
、
交
通
安
全
協
会
な
ど

関
係
団
体
と
連
携
・
協
力
を
し

て
、
保
険
に
関
す
る
情
報
の
提

供
、
啓
発
そ
の
他
の
必
要
な
措

置
を
講
じ
て
い
き
た
い
。

【
ま
ち
づ
く
り
推
進
部
長
】

　
　
本
市
の
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン

ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
の
進
捗

状
況
と
第
７
次
総
合
計
画
へ
の

位
置
づ
け
に
つ
い
て
の
考
え
は

ど
の
よ
う
か
。

　
　
本
市
の
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン

ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
の
進
捗

状
況
は
、
学
校
Ｉ
Ｃ
Ｔ
に
お
け

る
タ
ブ
レ
ッ
ト
１
人
１
台
整
備

や
、
光
回
線
の
未
整
備
地
区
解

消
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ

ク
チ
ン
接
種
の
電
子
申
請
、
各

種
料
金
に
お
け
る
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
決
済
の
導
入
、
ツ
イ
ッ

タ
ー
や
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
な
ど

市
公
式
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
開
設
に
よ
る

情
報
発
信
の
強
化
な
ど
を
着
実

に
進
め
て
い
る
。

　
第
７
次
総
合
計
画
で
の
位
置

づ
け
に
つ
い
て
は
、
急
激
に
変

化
す
る
デ
ジ
タ
ル
化
社
会
に
対

応
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
、
重

点
課
題
と
し
て
捉
え
、
本
市
の

実
情
を
踏
ま
え
し
っ
か
り
と
位

置
づ
け
て
い
く
。

【
市
長
】

問答 問答

市内小学校の交通安全教室 野生イノシシ用経口ワクチン

ⓒFederal Ministry of Food and Agriculture, 
Germany

市政一般質問市政一般質問

1213



東
濃
５
市
の
連
携
に
よ
る

　
　
　
　
　
　 

障
が
い
者
相
談
支
援

奥村一仁（創政みずなみ）

　
　
多
様
化
・
複
雑
化
す
る
住

民
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
や
、
地
域

特
性
に
合
っ
た
政
策
立
案
の
た

め
に
、
自
治
体
内
弁
護
士
の
配

置
を
検
討
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
法
的
観
点
か
ら
の
迅
速
か

つ
的
確
な
対
応
に
よ
る
ト
ラ
ブ

ル
の
早
期
解
決
や
、
政
策
の
企

画
・
立
案
段
階
か
ら
弁
護
士
を

活
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
よ

り
的
確
な
法
解
釈
が
図
ら
れ
、

積
極
的
な
施
策
立
案
に
つ
な
が

る
こ
と
が
期
待
で
き
る
。

　
一
方
で
、
費
用
対
効
果
の
判

ス
ク
ー
ル
ロ
イ
ヤ
ー
制
度
導
入
を

自
治
体
内
弁
護
士
の
配
置
を

　
　
学
校
を
取
り
巻
く
法
務
環

境
が
変
化
し
、
全
国
各
地
で
制

度
の
導
入
が
進
ん
で
い
る
。
令

和
元
年
６
月
の
一
般
質
問
以
降
、

導
入
の
検
討
に
つ
い
て
経
過
は

ど
の
よ
う
か
。

　
　
法
的
な
助
言
が
必
要
な
場

合
に
は
市
の
顧
問
弁
護
士
に
相

談
で
き
る
こ
と
、
県
が
実
施
し

て
い
る
事
業
で
弁
護
士
に
相
談

で
き
る
こ
と
等
か
ら
、
現
段
階

で
は
導
入
に
つ
い
て
考
え
て
い

な
い
。

　
今
年
度
に
、
県
弁
護
士
会
の

協
力
を
得
て
い
じ
め
の
予
防
教

育
を
小
学
校
２
校
で
実
施
し

た
。
ま
た
、
い
じ
め
の
重
大
事

案
が
発
生
し
た
場
合
に
は
第
三

者
委
員
会
を
設
置
す
る
が
、
そ

の
場
合
に
は
県
弁
護
士
会
か
ら

弁
護
士
を
派
遣
し
て
い
た
だ
く

よ
う
依
頼
し
て
い
る
。

【
教
育
委
員
会
事
務
局
次
長
】

問答 問答

定
が
難
し
い
こ
と
、
効
率
的
な

活
用
が
で
き
る
よ
う
な
体
制
整

備
が
必
要
で
あ
る
等
の
理
由
か

ら
、
全
国
的
に
見
て
も
弁
護
士

の
採
用
実
績
が
少
な
い
。
本
市

と
し
て
は
、
顧
問
弁
護
士
と
の

連
携
を
さ
ら
に
高
め
る
こ
と
で

行
政
課
題
解
決
を
図
る
と
と
も

に
、
法
令
検
索
シ
ス
テ
ム
の
活

用
や
職
員
研
修
の
継
続
的
な
実

施
に
よ
っ
て
、
職
員
一
人
ひ
と

り
の
法
務
能
力
の
向
上
に
努
め

て
い
く
。
　
　
　 【
総
務
部
長
】

スクールロイヤー
活用のイメージ

野
生
イ
ノ
シ
シ
豚
熱
感
染
終
息
傾
向

　
　
土
岐
橋
架
け
替
え
に
伴
う

工
事
で
豪
雨
に
よ
る
河
川
氾
濫

堤
防
決
壊
な
ど
の
災
害
対
策
で

の
川
底
に
堆
積
し
て
い
る
土
砂

の
浚
渫
は
実
施
し
な
い
の
か
。

　
　
土
岐
橋
架
け
替
え
で
は
、

河
床
を
大
き
く
掘
り
下
げ
な
い

が
、
将
来
的
に
は
、
中
央
付
近

を
2
m
程
度
掘
り
下
げ
る
。
ま

た
、
土
岐
川
と
小
里
川
合
流
点

に
お
い
て
も
将
来
的
に
河
床
を

掘
り
下
げ
治
水
安
全
度
の
向
上

を
図
る
。

【
建
設
部
長
】

成瀬徳夫（瑞浪政志会）

　
　
豚
熱
感
染
は
、
瑞
浪
ボ
ー

ノ
ポ
ー
ク
の
養
豚
業
者
に
と
っ

て
脅
威
で
あ
る
。
岐
阜
県
で
は
、

平
成
30
年
度
か
ら
野
生
イ
ノ
シ

シ
の
検
体
検
査
を
実
施
し
野
生

イ
ノ
シ
シ
の
豚
熱
感
染
の
状
況

調
査
を
し
て
き
た
が
、
本
市
の

令
和
４
年
２
月
ま
で
の
検
体
検

査
結
果
は
ど
の
よ
う
か
。
　
　

　
　
本
市
で
は
、
平
成
30
年
か

ら
令
和
4
年
2
月
ま
で
に
1
，

1
1
3
頭
の
野
生
イ
ノ
シ
シ
の

検
体
検
査
の
結
果
、
P
C
R
陽

性
が
53
頭
、
豚
熱
の
抗
体
保
持

を
示
す
E
L
I
S
A
陽
性

3
0
2
頭
で
あ
っ
た
。
う
ち
、

今
年
の
検
査
頭
数
5
頭
は
、

P
C
R
、
E
L
I
S
A
と
も
に

陽
性
反
応
が
出
て
い
な
い
。
統

計
か
ら
は
、
当
市
の
P
C
R
陽

性
の
野
生
イ
ノ
シ
シ
は
減
少
し
、

問答 問答土
岐
橋
架
け
替
え
に
伴
う

　
　 

　
　
　
川
底
浚
渫
は
将
来
施
工

E
L
I
S
A
陽
性
の
イ
ノ
シ
シ

が
増
加
し
て
い
る
た
め
豚
熱
の

感
染
拡
大
は
終
息
傾
向
で
あ
る

と
い
え
る
。
し
か
し
、
最
近
に

な
り
、
近
隣
市
で
P
C
R
陽
性

個
体
も
発
見
さ
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
引
き
続
き
感
染
状
況
を

注
視
し
効
果
的
な
経
口
ワ
ク
チ

ン
散
布
を
検
討
実
施
し
て
、
瑞

浪
ボ
ー
ノ
ポ
ー
ク
の
生
産
供
給

を
支
援
し
て
い
く
。【

経
済
部
長
】

④
専
門
的
人
材
の
確
保
・
養
成

⑤
地
域
の
体
制
づ
く
り
で
あ
る
。

ま
ず
は
緊
急
時
対
応
事
業
を
重

点
的
に
整
備
し
て
い
く
。
　
　

　 【
民
生
部
長
】

　
　
東
濃
圏
域
で
は
、
基
幹
相

談
支
援
セ
ン
タ
ー
を
東
濃
５
市

連
携
に
よ
っ
て
整
備
し
、
平
成

31
年
4
月
か
ら
運
営
委
託
を
し

て
い
る
が
、
相
談
支
援
体
制
の

充
実
・
強
化
は
ど
の
よ
う
に
図

ら
れ
て
い
る
か
。

　
　
相
談
支
援
事
業
所
の
委
託

先
は
、
多
治
見
市
の
陶
技
学
園

相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
、
相
談
支

援
セ
ン
タ
ー
リ
ン
ク
、
土
岐
市

の
は
な
の
木
苑
指
定
相
談
支
援

事
業
所
、
ホ
ー
リ
ー
ク
ロ
ス
セ

ン
タ
ー
、
恵
那
市
の
恵
那
た
ん

ぽ
ぽ
地
域
生
活
療
育
支
援
セ
ン

タ
ー
、
中
津
川
市
の
障
害
者
生

活
支
援
セ
ン
タ
ー
結
の
６
か
所

で
あ
る
。
障
害
者
を
と
り
ま
く

環
境
の
変
化
か
ら
相
談
内
容
が

多
様
化
・
複
雑
化
・
困
難
化
す

る
な
か
、
新
た
な
課
題
を
整
理

し
業
務
範
囲
と
人
員
体
制
に
つ

い
て
検
討
を
深
め
て
い
く
必
要

が
あ
る
。
　
　
　 【
民
生
部
長
】

大久保京子（瑞浪政志会）

　
　
障
が
い
の
重
度
化
・
高
齢

化
や
親
亡
き
後
を
見
据
え
、
障

が
い
者
の
生
活
を
地
域
全
体
で

支
え
、
安
心
し
て
住
み
慣
れ
た

地
域
で
生
活
で
き
る
支
援
体
制

を
整
備
す
る
地
域
生
活
支
援
拠

点
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
整

備
を
進
め
て
き
た
か
。

　
　
東
濃
圏
域
で
は
、
各
市
の

社
会
資
源
・
専
門
的
人
材
が
限

ら
れ
る
な
か
、
圏
域
を
単
位
と

し
、
複
数
事
業
所
の
協
力
体
制

に
よ
る
面
的
整
備
型
で
整
備
す

る
。
地
域
生
活
支
援
拠
点
の
機

能
は
①
相
談
②
緊
急
時
の
受
入

れ
・
対
応
③
体
験
の
機
会
・
場

地
域
生
活
支
援
拠
点
の
整
備
は

問答 問答

整備手法は面的整備型

D
X
の
７
次
総
へ
の
位
置
づ
け
は

榛葉利広（公明党）

自
転
車
の
安
全
対
策
を
万
全
に

　
　
岐
阜
県
で
は
自
転
車
損
害

賠
償
責
任
保
険
へ
の
加
入
を
義

務
化
す
る
動
き
が
あ
る
が
、
ど

の
よ
う
に
加
入
を
促
進
し
て
い

く
の
か
。

　
　
岐
阜
県
で
は
、
ヘ
ル
メ
ッ

ト
着
用
の
努
力
義
務
や
自
転
車

損
害
賠
償
責
任
保
険
へ
の
加
入

の
義
務
化
を
規
定
す
る
条
例
の

制
定
に
つ
い
て
、
パ
ブ
リ
ッ
ク

コ
メ
ン
ト
を
実
施
し
、
現
在
県

議
会
で
審
議
さ
れ
て
い
る
。

　
自
転
車
損
害
賠
償
責
任
保
険

へ
の
加
入
が
義
務
化
さ
れ
た
場

合
、
市
は
当
該
保
険
の
加
入
促

進
の
た
め
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等

を
活
用
し
た
広
報
や
、
学
校
、

事
業
者
、
交
通
安
全
協
会
な
ど

関
係
団
体
と
連
携
・
協
力
を
し

て
、
保
険
に
関
す
る
情
報
の
提

供
、
啓
発
そ
の
他
の
必
要
な
措

置
を
講
じ
て
い
き
た
い
。

【
ま
ち
づ
く
り
推
進
部
長
】

　
　
本
市
の
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン

ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
の
進
捗

状
況
と
第
７
次
総
合
計
画
へ
の

位
置
づ
け
に
つ
い
て
の
考
え
は

ど
の
よ
う
か
。

　
　
本
市
の
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン

ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
の
進
捗

状
況
は
、
学
校
Ｉ
Ｃ
Ｔ
に
お
け

る
タ
ブ
レ
ッ
ト
１
人
１
台
整
備

や
、
光
回
線
の
未
整
備
地
区
解

消
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ

ク
チ
ン
接
種
の
電
子
申
請
、
各

種
料
金
に
お
け
る
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
決
済
の
導
入
、
ツ
イ
ッ

タ
ー
や
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
な
ど

市
公
式
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
開
設
に
よ
る

情
報
発
信
の
強
化
な
ど
を
着
実

に
進
め
て
い
る
。

　
第
７
次
総
合
計
画
で
の
位
置

づ
け
に
つ
い
て
は
、
急
激
に
変

化
す
る
デ
ジ
タ
ル
化
社
会
に
対

応
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
、
重

点
課
題
と
し
て
捉
え
、
本
市
の

実
情
を
踏
ま
え
し
っ
か
り
と
位

置
づ
け
て
い
く
。

【
市
長
】

問答 問答

市内小学校の交通安全教室 野生イノシシ用経口ワクチン

ⓒFederal Ministry of Food and Agriculture, 
Germany

市政一般質問市政一般質問
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３月定例会議決結果一覧（全会一致の案件）

３月定例会議決結果一覧（賛否が分かれた案件）

　議長(熊谷隆男議員)は採決に加わらない。　　　　　 ※採決結果は、〇＝賛成　●＝反対

条　例

人　事

その他

予　算

奥
村
一
仁

山
下
千
尋

棚
町
　
潤

辻
　
正
之
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太
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一
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三
輪
田
幸
泰
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子
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光
佐
子
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瀬
徳
夫

榛
葉
利
広

熊
谷
隆
男

加
藤
輔
之

舘
林
辰
郎

柴
田
増
三

付託先議案名議案
番号

採決
結果案件

案　件 議案番号 発　　　議 採決結果付託先

※議第13号、議題28号は、内容を分かり易くするため、議案名の後に【　】で補足しています。

案　件 議案番号 議　案　名 採決結果付託先

承　認 承第   １号 専決処分の承認について（令和３年度専第７号　令和３年度瑞浪市一般会計補正予算（第
１５号））

議第   2 号 瑞浪市積立基金条例の一部を改正する条例の制定について
議第   3 号 瑞浪市個人情報保護条例の一部を改正する条例の制定について

議第   5 号 瑞浪市議会議員の議員報酬、費用弁償等に関する条例の一部を改正する条例の制定につい
て

議第   6 号 瑞浪市職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例の制定について
議第   7 号 瑞浪市国民健康保険条例の一部を改正する条例の制定について
議第   8 号 瑞浪市中小企業・小規模企業振興条例の制定について
議第   9 号 瑞浪市消防団員等公務災害補償条例の一部を改正する条例の制定について
議第 10号 瑞浪市手数料条例の一部を改正する条例の制定について
議第   1 号 瑞浪市監査委員の選任につき同意を求めることについて
議第 11号 瑞浪市副市長の選任につき同意を求めることについて
議第 12号 瑞浪市公平委員会委員の選任につき同意を求めることについて
議第 13号 工事請負変更契約の締結について【瑞浪市本庁舎改修工事】
議第 28号 工事請負契約の締結について【稲津小学校改修工事】
議第 14号 令和３年度瑞浪市一般会計補正予算（第１６号）
議第 15号 令和３年度瑞浪市後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第２号）
議第 16号 令和３年度瑞浪市国民健康保険事業特別会計補正予算（第３号）
議第 17号 令和３年度瑞浪市介護保険事業特別会計補正予算（第２号）
議第 18号 令和３年度瑞浪市駐車場事業特別会計補正予算（第３号）
議第 19号 令和３年度瑞浪市水道事業会計補正予算（第２号）
議第 20号 令和３年度瑞浪市下水道事業会計補正予算（第２号）
議第 22号 令和４年度瑞浪市後期高齢者医療事業特別会計予算
議第 23号 令和４年度瑞浪市国民健康保険事業特別会計予算
議第 24号 令和４年度瑞浪市介護保険事業特別会計予算
議第 25号 令和４年度瑞浪市駐車場事業特別会計予算
議第 26号 令和４年度瑞浪市水道事業会計予算
議第 27号 令和４年度瑞浪市下水道事業会計予算

承認

総務民生文教 可決
総務民生文教 可決

総務民生文教 可決

総務民生文教 可決
総務民生文教 可決
経 済 建 設 可決
経 済 建 設 可決
経 済 建 設 可決

同意
同意
同意

総務民生文教 可決
総務民生文教 可決
予 算 決 算 可決
予 算 決 算 可決
予 算 決 算 可決
予 算 決 算 可決
予 算 決 算 可決
予 算 決 算 可決
予 算 決 算 可決
予 算 決 算 可決
予 算 決 算 可決
予 算 決 算 可決
予 算 決 算 可決
予 算 決 算 可決
予 算 決 算 可決

その他
発議第 1号 特別委員会の設置について 可決
発議第 2号 ロシア連邦によるウクライナへの侵攻に断固抗議する決議について 可決

条例 議第
4号

瑞浪市職員の給与に関する条例等
の一部を改正する条例の制定につ
いて

総務民
生文教 可決 〇 〇 議

長〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

予算 議第
21号 令和４年度瑞浪市一般会計予算 予算

決算 可決 〇

●

● 〇 議
長〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

一般質問 気になる その後
県で令和２年度から補助事業を開始
し、補助対象も拡大しています。

　医療機関等のオンライン診療を始
める際に必要な機器整備費用を補
助する県の事業が、令和４年度も継
続して行われます。市は土岐医師会
と情報共有を図り、動向を注視しま
す。

　オンライン診療システムを導入
しようとする医療機関へ初期投資
費用の補助を行い、市内の医療提
供体制の充実を図ってはどうか。

　県の動向に注視するとともに情報
収集に努め、地域医療を担っていた
だいている土岐医師会と協議をした
上で、市の役割を研究する。

オンライン診療の導入を推進し
地域間の医療格差のないまちづくりを （令和２年6月議会で質問）

一般質問で取り上げた課題が、その後どのように市政に反映された
のか追跡調査しました。

質問 答弁

新病院建設の動き新病院建設の動き 市民の皆様の大きな関心ごとである病院統合について、
議会の内容や進捗状況などを随時報告してまいります。

令和４年第１回東濃中部病院事務組合議会定例会
令和4年2月16日

東濃中部地域新病院建設基本構想・基本計画策定委員会
令和4年2月1日、17日

（令和３年12月25日以降の進捗状況）

　土岐市議会議場にて令和４年第１回定例会が開催され、組合から提出された予算議案２件、
条例議案４件について審議しました。審議の結果、全ての議案について承認、可決されました。

令和４年度東濃中部病院事務組合
病院事業会計予算

東濃中部病院事務組合職員定数条
例の一部を改正する条例について

議案名 内容
提出された主な議案とその内容

令和４年度に組合が行う主な事業

　令和４年度の予算額は５億2,408万9千円となり、両市の
負担金額は瑞浪市が１億6,019万2千円、土岐市が2億
4,846万1千円となりました。また、病院事業債1億1,240
万円が起債されます。※主な事業は表下に記載

　病院建設が本格化するなかで、建築分野の技術職職員
の増員などを行うため事務局職員の定数を改正するもので
す。現行では3人としていた定数が7人に改正されました。

　東濃中部地域新病院建設基本構想および基本計画を策定するための委員会が開催されまし
た。委員会により検討された基本構想案と基本計画案は、2月25日～3月25日のパブリック
コメント期間を経て、3月29日に管理者である土岐市長に答申されました。

●新病院設計業務委託

●敷地造成実施設計業務委託

●新病院開院支援業務委託

●建築地質調査業務委託

　令和4年４月策定の建設基本構想・基本計画に基づき、
新病院建設のための基本設計・実施設計が行われます。

　新病院の医療機器等の調達、電子カルテ等システムの
再構築等について、スムーズな開院とその後の早期安定
稼働を図るための支援業務を委託します。

議決結果一覧新病院ニュース・一般質問気になるその後
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３月定例会議決結果一覧（全会一致の案件）

３月定例会議決結果一覧（賛否が分かれた案件）

　議長(熊谷隆男議員)は採決に加わらない。　　　　　 ※採決結果は、〇＝賛成　●＝反対
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付託先議案名議案
番号

採決
結果案件

案　件 議案番号 発　　　議 採決結果付託先

※議第13号、議題28号は、内容を分かり易くするため、議案名の後に【　】で補足しています。

案　件 議案番号 議　案　名 採決結果付託先

承　認 承第   １号 専決処分の承認について（令和３年度専第７号　令和３年度瑞浪市一般会計補正予算（第
１５号））

議第   2 号 瑞浪市積立基金条例の一部を改正する条例の制定について
議第   3 号 瑞浪市個人情報保護条例の一部を改正する条例の制定について

議第   5 号 瑞浪市議会議員の議員報酬、費用弁償等に関する条例の一部を改正する条例の制定につい
て

議第   6 号 瑞浪市職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例の制定について
議第   7 号 瑞浪市国民健康保険条例の一部を改正する条例の制定について
議第   8 号 瑞浪市中小企業・小規模企業振興条例の制定について
議第   9 号 瑞浪市消防団員等公務災害補償条例の一部を改正する条例の制定について
議第 10号 瑞浪市手数料条例の一部を改正する条例の制定について
議第   1 号 瑞浪市監査委員の選任につき同意を求めることについて
議第 11号 瑞浪市副市長の選任につき同意を求めることについて
議第 12号 瑞浪市公平委員会委員の選任につき同意を求めることについて
議第 13号 工事請負変更契約の締結について【瑞浪市本庁舎改修工事】
議第 28号 工事請負契約の締結について【稲津小学校改修工事】
議第 14号 令和３年度瑞浪市一般会計補正予算（第１６号）
議第 15号 令和３年度瑞浪市後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第２号）
議第 16号 令和３年度瑞浪市国民健康保険事業特別会計補正予算（第３号）
議第 17号 令和３年度瑞浪市介護保険事業特別会計補正予算（第２号）
議第 18号 令和３年度瑞浪市駐車場事業特別会計補正予算（第３号）
議第 19号 令和３年度瑞浪市水道事業会計補正予算（第２号）
議第 20号 令和３年度瑞浪市下水道事業会計補正予算（第２号）
議第 22号 令和４年度瑞浪市後期高齢者医療事業特別会計予算
議第 23号 令和４年度瑞浪市国民健康保険事業特別会計予算
議第 24号 令和４年度瑞浪市介護保険事業特別会計予算
議第 25号 令和４年度瑞浪市駐車場事業特別会計予算
議第 26号 令和４年度瑞浪市水道事業会計予算
議第 27号 令和４年度瑞浪市下水道事業会計予算

承認

総務民生文教 可決
総務民生文教 可決

総務民生文教 可決

総務民生文教 可決
総務民生文教 可決
経 済 建 設 可決
経 済 建 設 可決
経 済 建 設 可決

同意
同意
同意

総務民生文教 可決
総務民生文教 可決
予 算 決 算 可決
予 算 決 算 可決
予 算 決 算 可決
予 算 決 算 可決
予 算 決 算 可決
予 算 決 算 可決
予 算 決 算 可決
予 算 決 算 可決
予 算 決 算 可決
予 算 決 算 可決
予 算 決 算 可決
予 算 決 算 可決
予 算 決 算 可決

その他
発議第 1号 特別委員会の設置について 可決
発議第 2号 ロシア連邦によるウクライナへの侵攻に断固抗議する決議について 可決

条例 議第
4号

瑞浪市職員の給与に関する条例等
の一部を改正する条例の制定につ
いて

総務民
生文教 可決 〇 〇 議

長〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

予算 議第
21号 令和４年度瑞浪市一般会計予算 予算

決算 可決 〇

●

● 〇 議
長〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

一般質問 気になる その後
県で令和２年度から補助事業を開始
し、補助対象も拡大しています。

　医療機関等のオンライン診療を始
める際に必要な機器整備費用を補
助する県の事業が、令和４年度も継
続して行われます。市は土岐医師会
と情報共有を図り、動向を注視しま
す。

　オンライン診療システムを導入
しようとする医療機関へ初期投資
費用の補助を行い、市内の医療提
供体制の充実を図ってはどうか。

　県の動向に注視するとともに情報
収集に努め、地域医療を担っていた
だいている土岐医師会と協議をした
上で、市の役割を研究する。

オンライン診療の導入を推進し
地域間の医療格差のないまちづくりを （令和２年6月議会で質問）

一般質問で取り上げた課題が、その後どのように市政に反映された
のか追跡調査しました。

質問 答弁

新病院建設の動き新病院建設の動き 市民の皆様の大きな関心ごとである病院統合について、
議会の内容や進捗状況などを随時報告してまいります。

令和４年第１回東濃中部病院事務組合議会定例会
令和4年2月16日

東濃中部地域新病院建設基本構想・基本計画策定委員会
令和4年2月1日、17日

（令和３年12月25日以降の進捗状況）

　土岐市議会議場にて令和４年第１回定例会が開催され、組合から提出された予算議案２件、
条例議案４件について審議しました。審議の結果、全ての議案について承認、可決されました。

令和４年度東濃中部病院事務組合
病院事業会計予算

東濃中部病院事務組合職員定数条
例の一部を改正する条例について

議案名 内容
提出された主な議案とその内容

令和４年度に組合が行う主な事業

　令和４年度の予算額は５億2,408万9千円となり、両市の
負担金額は瑞浪市が１億6,019万2千円、土岐市が2億
4,846万1千円となりました。また、病院事業債1億1,240
万円が起債されます。※主な事業は表下に記載

　病院建設が本格化するなかで、建築分野の技術職職員
の増員などを行うため事務局職員の定数を改正するもので
す。現行では3人としていた定数が7人に改正されました。

　東濃中部地域新病院建設基本構想および基本計画を策定するための委員会が開催されまし
た。委員会により検討された基本構想案と基本計画案は、2月25日～3月25日のパブリック
コメント期間を経て、3月29日に管理者である土岐市長に答申されました。

●新病院設計業務委託

●敷地造成実施設計業務委託

●新病院開院支援業務委託

●建築地質調査業務委託

　令和4年４月策定の建設基本構想・基本計画に基づき、
新病院建設のための基本設計・実施設計が行われます。

　新病院の医療機器等の調達、電子カルテ等システムの
再構築等について、スムーズな開院とその後の早期安定
稼働を図るための支援業務を委託します。

議決結果一覧新病院ニュース・一般質問気になるその後
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No.58　令和4年5月1日号

2～3
4～7
8～13
14
15
16

議会の新構成・決議書
委員会の審査報告
市政一般質問
議決結果一覧
新病院ニュース・一般質問気になるその後
編集後記ほか

みずなみ議会ちゃんねる。
市議会ホームページ

桜とともに望む改修中の土岐橋

令
和
４
年
第
１
回
定
例
会
は
、
市

庁
舎
改
修
に
よ
り
、
文
化
セ
ン
タ
ー

講
堂
で
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。
い

つ
も
と
勝
手
が
違
う
な
か
で
は
あ
り

ま
し
た
が
、
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
に
向

け
た
新
年
度
予
算
な
ど
の
審
議
を
滞

り
な
く
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

そ
う
し
た
な
か
、
本
会
議
で
は
、
い

つ
に
な
く
多
く
の
方
に
傍
聴
い
た
だ

き
ま
し
た
。
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
と

と
も
に
、
次
回
定
例
会
は
改
修
を
終

え
た
新
議
場
で
の
開
催
と
な
り
ま
す

の
で
、
引
き
続
き
の
傍
聴
を
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
２
月
に
役
員
改
選
が
行
わ

れ
本
委
員
会
も
新
た
な
体
制
と
な
り

ま
し
た
。
本
ペ
ー
ジ
上
部
で
報
告
し

て
い
る
よ
う
に
高
校
生
へ
の
ア
ン

ケ
ー
ト
の
結
果
、
実
に
98
・
８
％
の

生
徒
さ
ん
が
本
紙
を
読
ん
だ
こ
と
が

な
い
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
委
員
会

と
し
て
こ
の
現
実
を
受
け
止
め
、
議

会
へ
の
関
心
を
高
め
て
も
ら
う
情
報

発
信
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
　
議
会
広
報
広
聴
委
員
会

　
　
　
　
　
委
員
長
　
山
下
千
尋

６
月
定
例
会
の
予
定

編
集
後
記

◆
会
期

　
６
月
2
日（
木
）〜
6
月
28
日（
火
）

◆
市
政一般
質
問

　
６
月
23
日（
木
）9
時
〜

　
６
月
24
日（
金
）9
時
〜

知っているが
　読んだことはない
知らなかったが
　読んでみたい
知らなかったし
　読みたいと思わない

21.5%

4.1%

74.4%

議会ちゃんねる。での取組①

紙面内容に関する
アンケート窓口を作りました

議会ちゃんねる。での取組②

投稿写真掲載コーナー始めます

　瑞浪市議会では、若者への情報発信の在り方を検討するために、市内の高校２年生の皆さんを対象としたアン
ケート調査を実施しました。調査結果を受け、今後議会として取り組んでいく情報発信方針をまとめました。
　　　　調査にご協力いただいた皆さま、誠にありがとうございました。

　調査の結果、多くの高校生には議会が取り扱う内容が難しく感じられ、身近な存在として認識されていない
ことなどから、議会に対して関心を持ってもらえていないことが明らかになりました。
　これを受けて議会広報広聴委員会として、「議会ちゃんねる。」紙面上で以下の取り組みを実施し、市民の皆
さまにより身近に感じていただける議会になれるよう情報発信に努めていきます。

瑞浪市議会に関する意識調査結果のご報告

市議会に関心ありますか？（市議会の活動について関心があまりないと感じる方はその理由はなんですか？）
回答数

議会広報紙、読んだことありますか？

ＱＱ

ＱＱ

市内高校生
495人に
聞きました！

関心が湧かない理由（複数回答可）

171
96

内容が難しいから
身近に感じたことがないから
議会広報紙を見る機会がないから

2441位
2位
3 位

ある
1.2%

ある
7.5%

あまりない
92.5%

ない
98.8%

　その他にも、議会に関心
を持ってもらうための方法
等についてアンケートにお
答えいただきました。
　集計結果はホームページ
からご覧いた
だけます。

　より多くの市民の皆さまに手にとってい
ただける紙面を目指し、読者の皆さまからの
紙面に対するご意見を受け付けるweb
フォームを設けます。より良い紙面づくりに
向けて皆さまのご意見をお聞かせください。

　読者の皆さまから投稿していただく写真
を掲載するコーナーを設けます。市内の季
節感あふれる写真をお待ちしております。応
募に関する詳細はホームページをご確認く
ださい。

　散る桜に春の名残を惜しみつつ、新緑や若葉が輝く季節が始まります。

　桜の咲く季節は過ぎ去ってしまいましたが、今年も例年通り市内各地で満開の桜が美しく咲き誇りました。

しかし、残念ながらお花見の開催は自粛せざるを得ず、土岐川堤防沿いの桜並木ライトアップも中止となりま

した。

　来年こそは新型コロナウイルス感染症が終息し、以前と変わらぬ日常が戻ることを切に願います。

詳細はこちらWebフォームはこちら
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